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町職員の給与などを公表
給与・定員管理のあらまし

みんなの広場 
第 43 回町民運動会など

行政ニュース 
教育委員会だよりなど

INFORMATION 
町政を見る会の参加者募集など

ふるさとの川の流れに 
宇治川の変遷（８）

  華麗な絵巻を再現
　五穀豊穣や地域住民の幸せを願い、秋祭りが町内
の神社でおこなわれました。
　森の玉田神社では、10 月 5 日に神

しんこう

幸祭が、また、
9 日には、秋の祭礼を締めくくる還

かんこう

幸祭がおこなわ
れました。宮司を先頭に烏

え ぼ し

帽子、狩
かりぎぬ

衣装束に身を包
んだ八つの宮座の当家らが、それぞれの座に伝わる
神宝を捧げ、提灯が立ち並ぶ参道を練り歩き、華麗
な絵巻を再現しました。
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▽期末・勤勉手当（ボ−ナス）の支給割合［平成20年度］

▽退職手当の状況 （1万円未満四捨五入）

　本町の勧奨退職は、勤続20年以上で、年齢50歳以上59歳以下の職員を対象とする退職制度です。
　退職手当は、退職時の給料をもとに退職理由と勤続年数、基礎在職期間において職員が属して
いた職務の級によって支給額を算出します。
　１人当たり平均支給額は、平成 20 年度中に退職した職員の平均支給額です。

▽扶養・住居・通勤手当の状況

▽特殊勤務手当の支給状況［平成20年度一般会計決算額］
（1万円未満四捨五入）

▽特別職の報酬等の状況［平成21年度］

▽部門別職員の状況［各年4月1日現在］

　職員数は、一般職に属する職員数（教育長を含む）で
あり、地方公務員の身分を有する休職者・派遣職員等を
含み、臨時又は非常勤職員は含んでいません。

区　分

6 月

12 月

計

久 御 山 町 国
期 末 手 当 勤 勉 手 当 期 末 手 当 勤 勉 手 当

	 1.40 月分	 0.750 月分

	 1.60 月分	 0.750 月分

	 3.00 月分	 1.50 月分

本町と同じ

久 御 山 町 国

（支給率）	 自己都合	 勧奨・定年
・勤続 20 年	 23.50 月分	 30.55 月分
・勤続 25 年	 33.50 月分	 41.34 月分
・勤続 35 年	 47.50 月分	 59.28 月分
・最高限度額	 59.28 月分	 59.28 月分

	 —　　	 2005 万円
・平均勤続年数	 —　　	 31.3 年

・その他の
　　加算措置
・１人当たり
　　平均実支給額

 定年前早期退職特別措置
（定年前年数 1 年につき 2％加算）

（支給率）

本 町 と 同 じ

国は公表していません

久 御 山 町 国

区　　　分 全 職 種
職員全体に占める手当支給職員の割合
支給実績
支給対象職員１人当たり平均支給年額
手当の種類

代表的な手当の名称

18.75％
1762 万円
391,577 円

６種類
消防業務手当
じん芥収集作業手当

区　分 給 料 月 額 等

給

料

報

酬

期
末
手
当

町 長

副町長

議 長

副議長

議 員

町 長

副町長

議 長
副議長
議 員

		  860,000 円

		  715,000 円

		  395,000 円

		  325,000 円

		  290,000 円

	 6 月	 1.60 月分

	 12 月	 1.75 月分

	 計	 3.35 月分

	 6 月	 1.60 月分

	 12 月	 1.75 月分

	 計	 3.35 月分

扶

養

手

当

本 町 と 同 じ

本 町 と 同 じ

本 町 と 同 じ

区
分

住 

居 

手 

当

通　

勤　

手　

当

☆扶養親族である配偶者	 13,000 円
☆配偶者以外の扶養親族
　・１人につき	 6,500 円
　・ただし、配偶者がいない
　　場合、そのうち１人	 11,000 円
☆ 16 歳から 22 歳までの子	 5,000 円加算

☆全ての職員	 1,000 円
　・ただし、新築・購入から
　　5 年間	 　2,500 円 加算
☆借家
　・家賃額に応じ	 最高 27,000 円

☆片道 1㎞未満	 支給なし
☆交通機関等利用者	
　・運賃相当額≦ 55,000 円	全額支給
 　（6 ヵ月定期券で算出し、	
　　4 月と 10 月に一括支給）
☆自動車等の利用者	
　・2㎞未満	 3,000 円
　・2㎞以上 3㎞未満	 6,000 円
　・3km 以上 10km 未満	 600 円
　　以降 1㎞増す毎に	 加算
　・10km 以上 15km 未満	 500 円
　　以降 1㎞増す毎に	 加算
　・15km 以上 20km 未満	 400 円
　　以降 1㎞増す毎に	 加算
　・20km 以上 25km 未満	 300 円
　　以降 1㎞増す毎に	 加算
　・25km 以上	 200 円
　　以降 1㎞増す毎に	 加算

☆片道 2㎞未満	 支給なし

☆自動車等の利用者	
　・ 5㎞未満	 2,000 円
　・ 5㎞以上 10㎞未満	 4,100 円
　・10㎞以上 15㎞未満	 6,500 円
　・15㎞以上 20㎞未満	 8,900 円
　・20㎞以上 25㎞未満	 11,300 円
　・25㎞以上 30㎞未満	 13,700 円
　・30㎞以上 35㎞未満	 16,100 円
　・35㎞以上 40㎞未満	 18,500 円
　・40㎞以上 45㎞未満	 20,900 円
　・45㎞以上 50㎞未満	 21,800 円
　・50㎞以上 55㎞未満	 22,700 円
　・55㎞以上 60㎞未満	 23,600 円
　・60㎞以上	 24,500 円

一

般

行

政

部

門

特
別
行
政
部
門
公
営
企
業
等
会
計
部
門

区分
部門

職　員　数（人） 対前年増減数（人）
平成 20 年 平成 21 年 平成 20 年 平成 21 年

議 会

総 務

税 務

民 生

衛 生

農林水産

商 工

土 木

小 計

教 育

消 防

小 計

水 道

下水道

国保等

小 計

合 計

	 3	 3		

	 37	 38		  1

	 14	 15		  1

	 50	 50	 1	

	 22	 22		

	 7	 7	 ▲ 1	

	 3	 3		

	 19	 16	 ▲ 1	 ▲ 3

	 155	 154	 ▲ 1	 ▲ 1

	 43	 42	 ▲ 1	 ▲ 1

	 39	 39	 1	

	 82	 81	 0	 　　　▲ 1

	 12	 11		  ▲ 1

	 8	 7	 　	 　▲ 1

	 6	 6	 1	

	 26	 24	 1	 ▲ 2

	 263	 259	 0	 ▲ 4
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給与などを公表

平成21年4月1日現在の本町職員の給与や勤務条件などのあらましをお知らせします。
ここに紹介する給与は、手取り額ではなく、税金や各種保険料などを差し引く前の金額です。

▽ラスパイレス指数［各年４月１日現在］▽人件費の状況［平成20年度一般会計決算額］ （1万円未満四捨五入）

　ラスパイレス指数は、地方公共団体の職
員構成（学歴別、経験年数別）が国と同一
であるとしたとき、国の給料額を 100 とし
て求められる数値です。

　人件費には、一般職に支払う給料、手当、特別職（町長、町議会議員など）に支払う給料、
報酬、手当のほか、共済費などの使用者に係る負担金も含んでいます。
　なお、嘱託員・臨時職員に支払う賃金は、人件費には含んでいません。

▽職員給与費の内訳
 ［平成21年度一般会計当初予算］

  給与費は、一般職の職員（教育長含む）
の金額で共済費、退職手当組合負担金は含
んでいません。
  その他の手当とは、扶養・地域・通勤・住居・
管理職・特殊勤務・時間外勤務等の手当で
あり、職員全員には支給されない手当も含
んでいます。

（1万円未満四捨五入）
▽職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢

　給料とは、扶養手当などの諸手当を含んでいません。
　給与とは、給料と諸手当の合計額です。ただし、国の「平均給与」には特殊勤務手当、通
勤手当及び超過勤務手当等の実費弁償又は実績支給である給与を含んでいません。

▽ 地域手当の支給状況
 ［平成20年度一般会計決算額］

（支給実績1万円未満四捨五入）

▽一般行政職の初任給

　初任給は、卒業後ただちに採用された場合の給料額です。

▽一般行政職の経験年数別給料

▽一般行政職の級別職員数の状況［平成21年4月現在］

　本町の給与条例に基づく給料表の級別・役職別の職員数です。

▽ 時間外勤務手当の支給状況
 ［平成20年度一般会計決算額］

（支給実績1万円未満四捨五入）

町職員の給与・定員管理などを公表

区 分

指 数

	 19 年度	 20 年度

	 94.1	 94.4
	 歳出総額（A）	 実質収支額	 人件費（B）	 人件費率（B/A）

	68 億 2864 万円	 2 億 0792 万円	 20 億 7928 万円	 30.4％	 28.6％

（参考）
平成 19 年度の

人件費率

15億9169万円
給与費

9億4060万円
（一人当り
　390万円）
59.1％

給料

2億4508万円
（一人当り102万円）

25.5％

15.4％

期末・
勤勉手当

その他の手当

9億4060万円
（一人当り
　390万円）
59.1％

給料4億601万円
（一人当り
　169万円）

4億601万円
（一人当り
　169万円）

2億4508万円
（一人当り102万円）

25.5％

15.4％

期末・
勤勉手当

その他の手当
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

区　分

久御山町

国

平均給料 平均給与 平均年齢 平均給料 平均給与 平均年齢

	 337,109 円	 440,339 円	 45.1 歳	 305,638 円	 370,753 円	 43.8 歳

	 325,521 円	 391,770 円	 41.5 歳	 285,548 円	 322,737 円	 49.2 歳

久 御 山 町 国
区 　 分

大 学 卒

高 校 卒

	 172,200 円	 180,600 円

	 140,100 円	 145,900 円

初 任 給 2 年経過後 初 任 給 2 年経過後

本町と同じ

区 　 分

大 学 卒

高 校 卒

	 234,900 円	 264,300 円	 314,500 円

	 198,200 円	 234,900 円	 264,300 円

経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

区 　 分
部 長
課 長
課 長 補 佐
係長・総括主査
主 査・ 主 任
主 事
主 事 補
職 員 数 計
構 成 比

							       7 人	 7 人
						      14 人		  14 人
					     24 人			   24 人
				    21 人				    21 人
			   12 人	 4 人				    16 人
		  13 人	 11 人	 2 人				    26 人
	 12 人							       12 人
	 12 人	 13 人	 23 人	 27 人	 24 人	 14 人	 7 人	 120 人
	 10.0％	 10.8％	 19.2％	 22.5％	 20.0％	 11.7％	 5.8％	 100％

1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 計

支 給 率

支 給 対 象 職 員 数

支 給 実 績

支給対象職員1人当たりの
平 均 支 給 年 額

8％

240 人

7415 万円

308,941 円

支 給 実 績

支給対象職員 1 人当たり
平 均 支 給 年 額

3623 万円

208,195 円

町職員の給与・定員管理などを公表
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⑤介護休暇
　職員が配偶者、父母、子若しくは配偶者の父母等で、負傷、疾病又は身体上若しくは老齢により 2 週間以上の期間にわたり日常生活を営
むのに支障があるものの介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合、連続する 6 か月の期間内において必要と認めら
れる期間、休暇を取得することができます。

分限処分の状況（平成 20 年度）1

懲戒処分の状況（平成 20 年度）2
　懲戒処分とは、職員の職務義務違反に対して、公務員の勤務関係の秩序を維持するために、
地方公務員法第 29 条に基づき行う処分です。免職、停職、減給及び戒告の 4 種類があります。

　分限処分とは、公務の能率を維持し、適正な運用を確保するために、地方公務員法第 28 条に
基づき行う処分です。主に、免職、降任、休職等の処分があります。

　職員の服務の根本基準は、地方公務員法第 30 条に「すべての職員は、全体の奉仕者として公
共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当っては、全力を挙げてこれに専念しなければな
らない。」と規定されています。
　この規定に基づき、同法 33 条には信用失墜行為の禁止、同法 35 条には職務に専念する義務、
同法 38 条には営利企業等の従事制限を、職員に課しているほか、職員の服務規程に基づき、誠実、
公正、民主的かつ能率的に職務を遂行するよう努めています。

研修の実施状況（平成 20 年度）1
　社会環境の著しい変化に対応し、能率的・効率的で充実した行政運営を目ざすため、専門的知識と幅広い視野を兼ね備えた職員を養成します。

職員の健康管理・職場環境の状況1
　職員の健康の保持増進を図るとともに、職場の安全を確保するため、「労働安全衛生法」をはじめとする法令等に基づき、安全衛生を管理す
るための体制や作業環境の整備、健康診断などを実施しています。

公務災害の状況
（平成 20 年度）

2

共済組合事業等の状況3
　地方公共団体は、地方公務員法第 42 条により、職員の福利厚生の計画を樹立し、実施することが義務付けられており、財団法人京都府
市町村職員厚生会と久御山町職員互助会において福利厚生事業を行っています。町職員互助会は、年会費 3,600 円（町補助 3,600 円）で会
員相互の親睦事業を実施しています。

公平委員会の概要1
　公平委員会は、地方公務員法第7条第3項の規定により設置されており、その権限は同法第8条第2項において次のように定められています。
・職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置を審査・判定し、必要な措置を執ること。
・職員に対する不利益な処分についての不服申立てに対する裁決又は決定をすること。

公平委員会の業務の状況（平成 20 年度）2

職員の分限及び懲戒処分の状況

病気を理由とする休職 4 人

懲戒処分の状況 0 人

職員の服務の状況

営利企業等従事許可の状況 8 人

職員の研修及び勤務成績の評定の状況

区　　分
自主研修

集合研修

派遣研修

研 修 名・ 派 遣 先 等 受講者数
通信教育、自己啓発 2 人

683 人

24 人

新規採用職員研修、裁判員制度研修、接遇研修、教養研修（ＫＥＳ）、メンタルヘルス研修、
人権啓発研修、職員交通安全講習会、職場労働安全講習会、管理職研修
研修担当者研修、５年目職員研修、新規採用職員研修、エクセル（応用）、納税事務研修会、
税務担当職員初任者研修、自治体訴訟実務、条例・規則の基礎、財政健全化の概要、国際文化研究所ほか

職員の福祉及び利益の保護の状況

認定件数
１件

公務災害
０件

通勤災害
１件

内訳

公平委員会の状況

勤務条件に関する措置の要求の状況
不利益処分に関する不服申立ての状況

0 件
0 件

業務の内容



5
広報くみやま平成21年 11月 1日

給与などを公表

勤務時間の状況1
① 1 週間の勤務時間
②基本的な勤務時間

38 時間 45 分

休暇の状況2
①年次有給休暇

　1 年に 20 日の年次有給休暇を付与されます。その年に取得できなかった休暇日数がある場合は、
20 日を限度として翌年まで繰り越すことができます。

②育児休業及び部分休業
　育児休業等に関する制度を設けて子を養育する職員の継続的な勤務を促進し、もって職員の福祉
を増進するとともに、地方公共団体の行政の円滑な運営に資することを目的に「地方公務員の育児
休業等に関する法律」が制定されています。この法律により、3 歳に満たない子を養育するために
休業する育児休業制度と、1 日の勤務時間の一部について勤務しないことができる部分休業制度が
あります。

職員の取得状況（平成 20 年）

平成 20 年度中に新たに取得した職員数

③病気休暇
　負傷又は疾病のための療養する必要があり、その勤務しないことがやむを得ないと認められる場合に、90 日の範囲内で必要と認められる
期間を取得することができます。

④特別休暇

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

開始時刻 終了時刻 休憩時間
午前8時30分 午後5時15分 正午〜午後1時

育児休業 7 人
部分休業 1 人

年間平均取得日数 10.8 日

事　　 由 期　　 間
１　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号）の

規定に基づく交通の制限又は遮断により勤務が不可能となった場合

２　風水震火災、その他非常災害により、り災し、又は交通遮断等不可抗力の原因により勤
務不能となった場合

３　交通機関の事故等による不可抗力の場合

４　証人、鑑定人、参考人等として官公署の呼出しに応ずる場合

５　選挙権、その他公民としての権利を行使し、義務を履行する場合

６　職員の結婚の場合

７　妊娠中の職員が高度の妊娠悪阻による場合

８　妊娠中の女性職員が勤務に利用する交通機関の混雑の程度又は当該職員の心身の状態か
ら母体又は胎児の健康保持に必要があると認められる場合

９　妊婦である職員が医師等の保健指導又は健康診査を受ける場合

10　職員の分べんの場合	 	 	 	 	 	
	 	

11　生理日に勤務することが著しく困難である場合

12　職員が生後満 1年に達しない子を育てる場合	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	

13　職員が幼児及び児童生徒の保育又は授業を参観する場合

14　明治 6年太政官達第 318号による父母の祭日の場合

15　職員の忌引の場合

16　夏季における心身の健康の維持及び増進又は家庭生活の充実を図る場合

17　配偶者が出産する場合		 	 	 	 	
	

18　職員が自発的に、かつ、報酬を得ないで次に掲げる社会に貢献する活動（専ら親族に対
する支援となる活動を除く。）を行う場合で、その勤務しないことが相当であると認め
られるとき。

(1)　地震、暴風雨、噴火等により相当規模の災害が発生した被災地又はその周辺の地
域における生活関連物資の配布その他の被災者を支援する活動

(2)　身体障害者療養施設、特別養護老人ホームその他の主として身体上若しくは精神
上の障害がある者又は負傷し、若しくは疾病にかかった者に対して必要な措置を
講ずることを目的とする施設であって町長が定めるものにおける活動

(3)　(1) 及び (2) に掲げる活動のほか、身体上若しくは精神上の障害、負傷又は疾病
により常態として日常生活を営むのに支障がある者の介護その他の日常生活を支
援する活動

19　小学校就学前の始期に達するまでの子（配偶者の子を含む）を療育する職員が、その子
の看護（負傷又は疾病にかかったその子の世話を行うことをいう。）のため勤務しない
ことが相当であると認められる場合

20　職員が骨髄移植のための骨髄液の提供希望者としてその登録を実施する者に対して登録
の申出を行い、又は骨髄移植のため配偶者、父母、子及び兄弟姉妹以外の者に骨髄液を
提供する場合で、当該申出又は提供に伴い必要な検査、入院等のため勤務しないことが
やむを得ないと認められる場合

21　その他町長が定める場合

その都度必要と認められる期間	 	 	 	 	
	

その都度必要と認められる期間	 	 	 	 	
	 	

その都度必要と認められる期間

その都度必要と認められる期間

その都度必要と認められる期間

7日以内

その都度必要と認められる期間

正規の勤務時間等の始め及び終わりにおいてそれぞれ 30分以内。ただし、交通機関等の関
係からやむを得ないと認められる者については、1日 1回 60分の範囲内とする。

1回につき 1日を超えない範囲内でその都度必要と認められる期間

出産予定日 8週間（多胎妊娠の場合にあっては 14週間）前の日から産後 8週間を経過する
までの期間

1回について 3日以内で必要とする期間

1日 2回 45分。ただし、通勤時間等の関係によりやむを得ないと認められる者については、
1日 1回 90 分の範囲内においてやむを得ないと認められる期間（男性職員にあっては、そ
の子の当該職員以外の親が当該職員がこの休暇を使用しようとする日におけるこの休暇（こ
れに相当する休暇を含む。）を承認され、又は労働基準法（昭和 22年法律第 49 号）第 67
条の規定により同日における育児時間を請求した場合は、1日 2回それぞれ 45分から当該
承認又は請求に係る各回ごとの期間を差し引いた期間を超えない期間）

1月に 1回参観に必要な時間
慣習上、最小限度必要と認められる期間

親族に応じて 1〜 10日で必要と認められる期間

7月から 9月の期間内に原則として連続する 4日間（週休日及び休日を除く。）

出産のための入院等の日から出産の日後 2週間の期間内に 3日間。ただし、やむを得ない事
情がある場合は 5日間

1暦年において 5日以内	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	

1 暦年において 5日以内	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	

その都度必要と認められる期間	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	

町長が定める期間
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一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
七
十

三
億
八
千
六
百
三
十
九
万
円
、
歳
出
総
額
六

十
八
億
二
千
八
百
六
十
四
万
円
で
、
歳
入
か

ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
五
億
五

千
七
百
七
十
五
万
円
と
な
り
、
形
式
収
支
か

ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し

た
実
質
収
支
額
は
、
二
億
七
百
九
十
二
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
・
歳
出
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
と

比
べ
る
と
、
歳
入
総
額
で
二
億
九
千
八
百
七

十
万
円
（
三･

九
㌫
）、歳
出
総
額
で
五
億
八

千
五
百
五
十
三
万
円
（
七･

九
㌫
）
の
減
額

と
な
り
、
平
成
十
九
年
度
の
決
算
規
模
か
ら

み
る
と
若
干
の
縮
小
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
歳
入
で
町
税
を
は
じ
め
地
方
譲

与
税
や
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
を
含
め
た

一
般
財
源
が
前
年
度
と
比
べ
一
億
千
三
百
四

十
五
万
円
（
二･

一
㌫
）
の
減
収
と
な
っ
た

こ
と
や
歳
出
で
は
、
定
年
退
職
者
の
増
に
よ

る
人
件
費
の
減
や
普
通
建
設
事
業
が
減
少
し

　

平
成
二
十
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

　

今
号
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
か
か
わ
り
の
深
い
、
一
般
会
計
の
決
算
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。（
金
額
は
、
い
ず
れ
も
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
般
財
源
の
総
額
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
、
前
年
度
か
ら
三･

六
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

八
十
九･

三
㌫
と
な
り
、
今
後
の
経
済
情
勢

の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
財
政
の
硬
直
化
が
ま

す
ま
す
進
ん
で
い
く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
・

計
画
的
な
執
行
に
努
め
、
健
全
で
持
続
可
能

な
行
財
政
の
確
立
を
図
る
た
め
、「
第
三
次

行
政
改
革
大
綱
」
や
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

の
確
実
な
実
行
と
、
行
政
評
価
制
度
に
よ
る

事
務
事
業
の
見
直
し
等
に
よ
り
行
政
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、
聖
域
な
き
経
費

節
減
を
推
進
し
、
引
き
続
き
町
税
等
の
一
般

財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

歳
入
決
算
額
の
内
訳
は
、
町
税
で
は
、
法

人
税
割
の
大
幅
な
減
収
に
よ
り
前
年
度
よ
り

一･

七
㌫
減
の
四
十
八
億
千
五
百
九
十
万
円

（
歳
入
全
体
の
六
十
五･
二
㌫
）と
な
り
ま
し

た
。

　

地
方
譲
与
税
は
、
前
年
度
と
比
べ
五･

八

㌫
減
の
六
千
五
百
四
十
万
円
と
な
り
、
こ
の

ほ
か
一
般
財
源
の
地
方
消
費
税
交
付
金
や
自

動
車
取
得
税
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割

交
付
金
な
ど
も
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

分
担
金
及
び
負
担
金
は
、
保
育
所
入
所
保

護
者
負
担
金
や
留
守
家
庭
児
童
育
成
事
業
負

担
金
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
六･

〇
㌫
増

の
七
千
九
百
五
十
七
万
円
（
同
一･

〇
㌫
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

使
用
料
及
び
手
数
料
は
、
道
路
占
用
料
を

は
じ
め
、
公
園
使
用
料
や
幼
稚
園
使
用
料
な

ど
、
前
年
度
と
比
べ
一･

一
㌫
増
の
九
千
四

▼平成 20年度会計別決算額

歳入総額　73億8639万円
歳出総額　68億2864万円

一般会計

歳 入

会 計 名 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引額（Ａ）−（Ｂ）
一 般 会 計

国民健康保険
三郷山財産区
老 人 保 健
公共下水道事業
介 護 保 険
後期高齢者医療
収 益 的 収 支
資 本 的 収 支

特

別

会

計

水道事業
会 計

	73億8639万円	 68億2864万円	 5億5775万円
	18億2957万円	 17億4623万円	 8334万円
	 722万円	 672万円	 50万円
	 1億3662万円	 1億3661万円	 1万円
	10億6249万円	 10億6054万円	 195万円
	 8億7753万円	 8億4407万円	 3346万円
	 1億4627万円	 1億3886万円	 741万円
	 5億1869万円	 5億1928万円	 ▲59万円
	 1億1892万円	 2億  997万円	 ▲9105万円

決算
平成20年度

特 色
実
質
収
支
額
は
、

二
億
七
百
九
十
二
万
円
の
黒
字

町
税
が
全
体
の

六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

実
質
収
支
額
は
、

二
億
七
百
九
十
二
万
円
の
黒
字

町
税
が
全
体
の

六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
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まちの家計簿　平成 20 年度決算

地方譲与税 6540万円（0.9％）

利子割交付金等 1915万円（0.3％）地方消費税交付金
3億3669万円（4.6％）

人件費
20億7928万円（30.4％）

物件費
12億8248万円
（18.8％）

維持補修費
6077万円（0.9％）

扶助費
6億7473万円
（9.9％）

補助費等
7億3356万円
（10.8％）

普通建設事業費
6億6941万円
（9.8％） 

公債費
5億1499万円
（7.5％）

積立金
2707万円
（0.4％）

投資及び出資金
120万円（0.0％）

貸付金
4764万円（0.7％）

繰出金
7億3751万円
（10.8％）

地方特例交付金等
8447万円（1.1％）

地方交付税
2664万円（0.4％）

分担金及び
負担金

7957万円
（1.0％）

使用料及び
手数料

9486万円
（1.3％）

国庫支出金
5億6118万円
（7.6％）

府支出金
2億9638万円
（4.0％）

財産収入
2723万円（0.4％）

寄附金
3418万円（0.5％）

繰越金 7093万円（1.0％）
諸収入 1億128万円（1.3％）
町債 4億2260万円（5.7％）

繰入金 3億4993万円（4.7％）

町税
48億1590万円（65.2 ％）

百
八
十
六
万
円
（
同
一･

三
㌫
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
国
の
経
済
対
策
で
あ
る

定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
や
子
育
て

応
援
特
別
手
当
交
付
金
を
は
じ
め
、
久
御
山

中
学
校
校
舎
等
改
築
事
業
の
安
全
・
安
心
な

学
校
づ
く
り
交
付
金
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
べ
四･
一
㌫
増
の
五
億
六
千
百
十
八
万

円
（
同
七･
六
㌫
）
と
な
り
、
府
支
出
金
は
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
府
費
負
担
金
や

福
祉
医
療
助
成
事
業
費
補
助
金
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
十
四･

四
㌫
増
の
二
億
九
千

六
百
三
十
八
万
円
（
同
四･

〇
㌫
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

繰
入
金
は
、
普
通
建
設
事
業
の
減
に
よ
り

公
共
施
設
建
設
基
金
繰
入
金
が
減
っ
た
こ
と

や
特
別
会
計
へ
の
繰
入
金
も
減
と
な
り
、
前

年
度
と
比
べ
十
一･

一
㌫
減
の
三
億
四
千
九

百
九
十
三
万
円
（
同
四･

七
㌫
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

諸
収
入
は
、
企
業
立
地
促
進
助
成
金
返
還

金
や
宝
く
じ
交
付
金
の
増
で
、
前
年
度
と
比

べ
二
十
一･

三
㌫
増
の
一
億
百
二
十
八
万
円

（
同
一･

三
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
債
は
、
新
市
街
地
整
備
事
業
や
久
御
山

中
学
校
校
舎
等
改
築
事
業
、
臨
時
財
政
対
策

債
で
計
画
的
な
起
債
を
行
い
ま
し
た
が
、
前

年
度
と
比
べ
二
十
二･

八
㌫
減
の
四
億
二
千

二
百
六
十
万
円
（
同
五･

七
㌫
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
は
、
前
年
度
と
同
様
に
本

町
独
自
の
各
種
住
民
負
担
軽
減
策
を
引
き
続

き
維
持
し
つ
つ
、
久
御
山
中
学
校
校
舎
等
改

築
に
伴
う
継
続
費
の
計
上
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
開
設
、
幼
保
一
体
化
事
業(

五
歳

児)

の
全
園
実
施
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
の
新
市
街
地
整
備
事
業
の
さ
ら
な
る
推

進
、
さ
ら
に
防
災
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
施
策
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
保
健
・
医

療
施
策
を
計
画
的
に
実
施
し
、
限
ら
れ
た
財

源
の
な
か
で
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

歳
出
決
算
額
を
目
的
別
に
見
る
と
、
総
務

費
で
は
、「
広
報
く
み
や
ま
」
の
発
行
や
定
額

給
付
金
給
付
事
業
、
総
合
防
災
訓
練
事
業
な

ど
を
実
施
し
、
前
年
度
比
で
二
十
一･

五
㌫

減
の
九
億
八
千
六
百
五
十
四
万
円
（
歳
出
全

体
の
十
四･

五
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
障
害
者
自
立
支
援
医
療
給
付

や
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
の
拡
充
な
ど
を

行
い
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
十
七
億
七

千
八
百
三
十
八
万
円
（
同
二
十
六･

〇
㌫
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、「
健
康
く
み
や
ま
21
」
で
の

食
育
事
業
や
各
種
が
ん
検
診
、
ご
み
・
し
尿

に
係
る
城
南
衛
生
管
理
組
合
負
担
金
な
ど
で
、

前
年
度
比
で
五･

三
㌫
減
の
五
億
千
四
百
八

十
六
万
円
（
同
七･

五
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
町
独
自
の
支
援
策
で

あ
る
産
地
づ
く
り
対
策
事
業
補
助
金
を
は
じ

め
、
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
活
動
支

援
事
業
補
助
金
な
ど
で
、
前
年
度
比
で
五
十

九･

一
㌫
減
の
一
億
三
千
三
十
二
万
円
（
同

一･

九
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
費
は
、
商
工
会
補
助
金
や
中
小
企
業

者
の
資
金
借
入
に
係
る
保
証
料
及
び
利
子
の

補
給
な
ど
を
行
い
、
前
年
度
比
で
〇･

八
㌫

歳 出

▽歳出内訳（性質別）
総額68億 2864万円

▽歳入内訳
総額73億 8639万円

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
や

久
御
山
中
学
校
校
舎
等
改
築

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
や

久
御
山
中
学
校
校
舎
等
改
築
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増
の
二
億
四
千
二
百
十
一
万
円
（
同
三･

六

㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、
西
一
口
・
島
田
二
号
線
歩
道

整
備
工
事
や
新
市
街
地
整
備
事
業
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
前
年
度
比
で
一･

三
㌫

増
の
十
一
億
六
百
八
十
三
万
円
（
同
十
六･

二
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
、
自
治
会
や
事
業
所
に
お
け
る

消
火
訓
練
や
普
通
救
命
講
習
会
等
の
開
催
を

は
じ
め
、
防
火
衣
等
更
新
事
業
や
消
防
団
員

用
救
命
胴
衣
の
購
入
な
ど
で
、
前
年
度
比
で

六･

〇
㌫
減
の
四
億
千
四
百
三
十
八
万
円（
同

六･

一
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
久
御
山
中
学
校
校
舎
等
改
築

事
業
や
御
牧
小
学
校
下
水
道
接
続
工
事
を
は

じ
め
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
な
ど
で
、

前
年
度
比
で
十･

六
㌫
減
の
十
億
四
百
八
十

二
万
円
（
同
十
四･

七
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
元
金
償
還
額
の
増
に
よ
り
、

前
年
度
比
で
五･

五
㌫
増
の
五
億
千
四
百
九

十
九
万
円
（
同
七･

五
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、人
件
費

は
、
定
年
退
職
者
の
増
に
よ
り
前
年
度
比
で

一･

九
㌫
減
の
二
十
億
七
千
九
百
二
十
八
万

円
（
歳
出
全
体
の
三
十･

四
㌫
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

物
件
費
は
、
賃
金
な
ど
の
増
に
よ
り
、
前

年
度
比
で
一･

二
㌫
増
の
十
二
億
八
千
二
百

四
十
八
万
円
（
同
十
八･

八
㌫
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

扶
助
費
は
、
主
に
障
害
者
自
立
支
援
医
療

給
付
や
子
育
て
支
援
医
療
費
の
拡
充
な
ど
で
、

前
年
度
比
で
十
四･

七
㌫
増
の
六
億
七
千
四

百
七
十
三
万
円
（
同
九･

九
㌫
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

補
助
費
等
は
、
企
業
立
地
促
進
助
成
金
が

前
年
度
比
で
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
国
営
総

合
農
地
防
災
事
業
負
担
金
の
皆
減
に
よ
り
、

前
年
度
比
で
二
十
一･

〇
㌫
減
の
七
億
三
千

三
百
五
十
六
万
円
（
同
十･

八
㌫
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

積
立
金
は
、
公
共
施
設
建
設
基
金
の
積
み

立
て
が
大
幅
な
減
と
な
っ
た
た
め
、
前
年
比

で
八
十
五･

四
㌫
減
の
二
千
七
百
七
万
円

（
同
〇･

四
㌫
）
と
な
り
、
貸
付
金
で
は
、
中

小
企
業
低
利
融
資
制
度
預
託
金
や
く
ら
し
の

資
金
な
ど
で
、
前
年
度
比
で
〇･

四
㌫
増
の

四
千
七
百
六
十
四
万
円
（
同
〇･

七
㌫
）、ま

た
、
繰
出
金
は
、
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出

金
な
ど
で
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
の
新
設
や
介
護
保
険
特
別

会
計
が
増
と
な
り
、
前
年
度
比
で
五･

三
㌫

増
の
七
億
三
千
七
百
五
十
一
万
円
（
同
十･

八
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
で
一･

九
㌫

の
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
扶
助
費
で
十
四･

七
㌫
、公
債
費
で
五･
五
㌫
の
増
と
な
り
、全

体
で
は
、
前
年
度
比
で
二･
三
㌫
増
の
三
十

二
億
六
千
九
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
の
補
助
事
業
で
は
、
新
市

街
地
整
備
事
業
や
、
久
御
山
中
学
校
校
舎
等

改
築
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
前
年
度
比
で
四

･

一
㌫
の
増
と
な
り
、
単
独
事
業
に
お
い
て

は
、
御
牧
小
学
校
・
保
育
所
下
水
道
接
続
工

事
や
東
角
小
学
校
運
動
場
排
水
整
備
工
事
な

ど
を
行
っ
た
が
、
前
年
度
比
で
七
十
六･

六

㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
普
通
建
設
事
業
費

全
体
で
は
、
前
年
度
比
で
三
十
五･

二
㌫
減

の
六
億
六
千
九
百
四
十
一
万
円
（
同
九･

八

㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

●議会費　　議会運営のために使ったお金

●総務費　　全般的なまちづくりの費用や役場の庁舎維持
管理などの総括的な事務に使ったお金

●民生費　　高齢者や障害者の人々のためや保育所運営な
どの福祉全般の事務や事業に使ったお金

●衛生費　　保健衛生やごみ処理など安全で衛生的な生活
のために使ったお金

●労働費　　勤労者の技能の養成などに使ったお金

●農林水産業費　　農業の振興のために使ったお金

●商工費　　商工業の振興に使ったお金

●土木費　　町道の新設や改良、河川の維持管理、都市計
画事業などに使ったお金

●消防費　　防火水利・消防機械器具等の整備や消防団の
運営などに使ったお金

●教育費　　幼稚園や小・中学校の運営費用や生涯学習の
ための費用、町内の体育施設の維持管理など
に使ったお金

●公債費　　建設事業などをおこなうために借り入れたお
金の返済金

財政構造を見る 2 つのバロメーター
経常収支比率…人件費や扶助費、公債費など
の経常的な義務的経費が、税金などの収入に
占める割合をいい、70 から 80㌫程度が望
ましいとされています。

公債費比率…一年間に返済する町の借入金に
かかる元金と利子の償還額（公債費）が町税
などの一般財源に占める割合をいい、一般的
には 10㌫以下であると健全、15㌫を超える
と要注意、20㌫以上になると危険といわれ
ています。
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まちの家計簿　平成 20 年度決算

歳出の
目的別内訳

議会費
1億2952万円（1.9％）

労働費
589万円（0.1％）

農林水産業費
1億3032万円（1.9％）

商工費
2億4211万円（3.6％）

消防費
4億1438万円（6.1％）

公債費
5億1499万円（7.5％）

総務費
9億8654万円（14.5％）

民生費
17億7838万円（26.0％）

衛生費
5億1486万円（7.5％）

土木費
11億683万円（16.2％）

教育費
10億482万円（14.7％） 

議会費  1 億 2952 万円（1.9％）
	 議会だよりの発行	 361万円

総務費  9 億 8654 万円（14.5％）
	 国際交流推進事業	 27万円
	 地域防災対策推進事業（総合防災訓練等）	 471万円
	 地震ハザードマップ作成事業	 50万円
	 「広報くみやま」の発行	 1474万円
	 行政評価制度推進事業	 294万円
	 戸籍電算化事業	 90万円

民生費  17 億 7838 万円（26.0％）
	 障害者自立支援給付事業	 1億 7858万円
	 障害者地域生活支援事業	 4909万円
	 子育て支援医療費助成	 4541万円
	 福祉医療費助成	 5037万円
	 重度心身障害老人医療費補助	 1760万円
	 老人医療費等助成	 1216万円
	 居宅サービス等利用者負担額助成	 581万円
	 敬老会・敬老金の支給	 2405万円
	 子育て支援センター事業	 691万円
	 就学前教育の充実（幼保一体的運営）	 1614万円

衛生費  5 億 1486 万円（7.5％）
	 健康づくり推進事業	 330万円
	 予防接種事業	 1627万円
	 がん検診事業	 683万円
	 可燃ごみ・不燃ごみ処理	 1億 5734万円

労働費  589 万円（0.1％）

農林水産業費 1億3032万円（1.9％）
	 久御山ブランド推進事業	 149万円
	 水田農業構造改革対策事業	 1574万円
	 国営附帯府営農地防災事業負担	 1190万円
	 畑地灌漑施設等更新事業	 592万円
	 農地・水・環境保全向上対策共同活動支援	 112万円

商工費  2 億 4211 万円（3.6％）
	 企業立地促進助成	 7895万円
	 中小企業者資金低利融資事業	 1億 1705万円
	 展示会等出展支援助成	 204万円
	 商工会運営等補助	 1887万円
	 ＫＥＳ・ＩＳＯ認証取得費助成	 75万円

土木費  11 億 683 万円（16.2％）
	 道路橋梁新設改良整備事業	 5210万円
	 親しみとうるおいのある道づくり事業	 3826万円
	 新市街地都市基盤施設整備事業	 2億 1357万円
	 地域交流センター整備事業	 1億 6719万円
	 南大内土地区画整理組合支援事業	 1839万円
	 公共交通「のってこバス」運行事業	 3396万円

消防費  4 億 1438 万円（6.1％）
	 消防防火衣の購入	 314万円
	 消防機械器具等の整備	 97万円
	 消防団員訓練	 120万円

教育費  10 億 482 万円（14.7％）
	 国際理解教育推進事業	 1743万円
	 登下校安全確保（交通指導員等配置）	 603万円	
	 学校施設整備事業（小・中学校）	 1億 905万円
	 学力向上教材整備事業（小・中学校）	 643万円
	 幼保一体的運営事業	 1331万円
	 図書館システム更新	 968万円

公債費  5 億 1499 万円（7.5％）

一般会計の主な支出（　　）は構成比
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みんなが主役 
まちの話題 ! あ・れ・こ・れ

2009 Kumiyama

鯖寿司教室（9月28日・中央公民館）

2009 Kumiyama
お月見茶会（9月27日・浄安寺）

山
やまうち

内  莞
か ん た ろ う

太郎ちゃん 
（平成20年2月20日生）

歌って踊るのが大好きな莞太郎♡
いつも楽しませてくれてありがとう。
大橋辺　父 祥邦さん・母 央子さん

仁
に ほ

保  七
な な こ

菜子ちゃん 
（平成19年2月26日生）

「パパもママも、おばあちゃんも、
みんな好き♡」と笑顔で言ってくれます☆

下津屋　父 善之さん・母 由紀さん

飛
ひ だ

田  悠
ゆ う な

菜ちゃん
（平成18年5月14日生）

ちょっとおすまししてみました。

東一口　父 章文さん・母 幸子さん

栄 3・4 丁目自治会が総合優勝
　10 月 11 日、穏やかな秋空のなか第 43 回町民運動会
が中央公園で行われ、約 3,000 人が参加しさわやかな汗
を流しました。
　新種目のくみやま短距離王決定戦は、走りに自信のある
つわものが集まり熱戦が繰り広げられました。ギネスに挑
戦するリレーボールでは、京都府ギネスに登録された昨年
の記録を上回って栄３・４丁目自治会が優勝。また玉入れ
では、野村が 61 個の大記録をうちたてて優勝しました。
　自治会対抗種目の結果は、次のとおりです。

【総合成績】①栄３・４丁目　②林　③藤和田　【綱引き】
①藤和田　②栄３・４丁目　③相島　【リレーボール】①
栄３・４丁目　②東一口　③林　【玉入れ】①野村　②栄３・
４丁目　③相島　【女子対抗リレー】①佐山　②林　②東
一口　【男子対抗リレー】①市田　②藤和田　③松陽台　

【くみやま短距離王決定戦】女子の部 ①林　②野村　③田
井　男子の部 ①島田　②栄３・４丁目　③松陽台

第 43 回町民運動会
中央公園

▲力いっぱい「綱引き」

▲ギネスに挑戦「リレーボール」 ▲なかよくゴール「二人なかよく山越えて」

▲白熱した「男子対抗リレー」
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2009 Kumiyama

高校生の英語指導（10月 9日・東角小学校）

2009 Kumiyama
いも堀り（10月 15日・東角幼稚園）

2009 Kumiyama

町制施行55周年記
念式典（10月1日

・中央公民館）

平成 21 年 9 月 10 日から 10 月 9 日までの受付分（敬称略）

手作業で苦労を痛感
　１０月９日、佐山小学校５年生児童が社会科の授業で、稲
刈りを体験しました。佐山校区青少年健全育成協議会の協
力により同会メンバーの松村光朗さん（佐古）の田んぼで

6 月に田植えをお
こなったもので、
この日はカマを持
ち手作業で稲刈り
を実施。松村さん
からカマの持ち方
や稲の刈り方、束
ね方などの指導を
受けたあと、児童
たちは、少しぬか
るんだ田んぼで黄
金色に実った稲を、
丁寧に刈りとって
いました。

かわいい噺家が登場
　9 月 29 日、東角小学校の落語クラブのメンバー 5 人が
福祉センターさつき苑を訪問し、落語「桃太郎」を披露し
ました。お囃

は や し

子の流れる中、少し緊張したかわいい噺
はなしか

家が
登場。主人公のケン坊の大人びた喋り方や扇子や手ぬぐい
を使った身振りなど楽しい話で笑い声が響きました。
　同校では、コミュニケーション教育の一環で落語家の笑
福亭晃瓶さんを講師に迎えて授業を実施。今年同クラブが
発足し、晃瓶さん指導のもと月 2 回練習に励んでいます。

稲刈り体験
東角幼稚園東側

東角小学校出前落語会
福祉センターさつき苑

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご  

結  

婚

お  

誕  

生

地
区
名

夫
の
氏
名

妻
の
氏
名

島　

田	

黒
川　
　

誠	

黒
川　

友
美

　

森	

川
端　

正
義	

川
端　

知
子

　

栄	

光
久　

和
也	

光
久 

佳
奈
美

　

〃	

千
田　

遼
平	

千
田　

凪
沙

地
区
名

出  

生  

児

父 

・ 

母

大
橋
辺	

石
橋　

梁り
ょ
う
た太	

聡
・
智
香
子

野　

村	

辰
己　

颯そ
う
す
け亮	

勝
夫
・
陽
子

佐　

山	

山
内　

康や
す
は
る原	

秀
明
・
莉
娜

　

〃	

山
本　

淳あ
き
お央	

貴
史
・
清
佳

　

〃	

成
田　

真ま

な菜	

誠
・
い
づ
み

佐　

古	

北
尾　

健け
ん
と人	

忠
嗣
・
充
子

　

林	

内
田　

夢ゆ

あ海	

勇
也
・
杏
都
美

　

〃	

足
立
こ
こ
ろ	

伸
也
・　

藍

下
津
屋	

向　
　

蒼そ
う
し志	

徳
士
・
慶
美

▲扇子を片手に落語を披露する児童▲手作業で稲刈りを体験する児童



12
広報くみやま平成21年 11月 1日

キ 
ャ

ン 
パ  

ス   

教
育
委
員
会
だ
よ
り

campus
No.8

　

平
成
20
年
度
１
年
生
の
英
語
科
の
授
業
に

お
い
て
、
１
年
生
で
修
了
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
11
単
元
中
３
単
元
に
つ
い
て
履
修
の
遅

れ
が
生
じ
た
も
の
で
、
４
月
に
入
り
保
護
者

か
ら
の
指
摘
に
よ
り
、
履
修
遅
れ
が
判
明
し

ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
が
事
実
確
認
と
調
査
を
お

こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
30
時
間
程
度
の
遅
れ
が

あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
履
修
遅
れ
は
、
管
理
職
が
日
々
の

学
校
運
営
に
対
し
進
行
管
理
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
主
た
る
原
因
だ
と
考
え
ま
す
。

　

同
中
学
校
で
は
保
護
者
説
明
会
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
６
月
に
は
１
週
間
授
業
公
開

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
毎

週
授
業
の
進
行
状
況
を
文
書
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

授
業
の
回
復
方
法
は
、
水
・
金
曜
日
の
６

校
時
を
英
語
の
授
業
に
充
て
る
な
ど
し
て
取

り
組
み
、既
に
１
年
生
の
単
元
を
終
了
し
、現

在
は
年
間
指
導
計
画
に
基
づ
き
２
年
生
の
授

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
問
題
を
英
語
科
だ
け
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
組
織
や

運
営
上
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
生
徒
に
不

利
益
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
学
校
全
体

で
改
善
・
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

保
護
者
や
住
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
を
回
復

す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
一
つ
目
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
）

の
早
期
立
ち
上
げ
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、保

護
者
や
住
民
の
皆
さ
ん
が
一
定
の
権
限
と
責

任
を
持
っ
て
学
校
運
営
に
参
画
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
学
校
運
営
に

反
映
さ
せ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
、
そ
の
主

な
内
容
は
、
学
校
の
運
営
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
に
つ
い
て
の
承
認
や
学
校
の
運
営
に

関
し
て
教
育
委
員
会
ま
た
は
校
長
に
対
し
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

二
つ
目
に
は
、
確
か
な
学
力
の
向
上
の
た

め
に
今
年
度
か
ら
町
独
自
で
２
人
の
教
員
を

配
置
し
、
生
徒
数
が
多
い
２
年
生
に
35
人
学

級
の
学
級
編
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
放
課
後
学
習
や
早
朝
学
習
を
実
施
す
る

な
ど
、
よ
り
一
層
個
に
応
じ
た
き
め
細
や
か

な
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
の
自
主
的
な
学
習
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
に
、
地
域
の
方
々
や
教
員
を

目
指
し
て
い
る
学
生
の
協
力
を
得
て
、
昨
年

度
か
ら
引
き
続
き
「
土
曜
塾
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
課
程
の
完
全

な
実
施
と
そ
の
進
行
管
理
を
再
度
指
導
す
る

と
と
も
に
教
職
員
の
意
識
改
革
を
促
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
生
徒
や
住
民
の
皆
さ
ん

に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　久御山中学校では、11月21日㈯　午前9時から午後3時
まで新校舎のお披露目を兼ねて土曜参観を開催します。
　保護者の皆さんだけでなく一般住民の皆さんも広くご参加
いただき、中学校生徒の姿をご覧いただきたいと思います。
　ぜひ、お越しいただきますようご案内いたします。

　

久
御
山
中
学
校
に
お
け
る
英
語
履
修
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
徒
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、住
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
号
で
は
、英
語
履
修
問
題
の
概
要
と
経
過
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、二
度
と

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
中
学
校
へ
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

中
学
校
の
英
語
履
修
問
題

　
　
　
　
　

～
中
学
校
へ
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
に
～

◆
概
要
と
経
過

トピックス

◆
主
な
原
因
と
学
校
の
対
応

◆
信
頼
回
復
に
向
け
て

土曜参観を実施します！
〜 11月 21日㈯　午前 9 時から〜
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行政ニュース 

　

町
で
は
、
先
の
戦
争
で
、
尊
い
生
命
を
失

わ
れ
た
戦
没
者
に
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
、
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
戦
没
者

追
悼
式
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆

さ
ん
も
参
列
し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
場
へ
は
、
次
の
と
お
り
、
臨
時
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
最
寄
の
バ
ス
停
か

ら
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

内
容
／
第
１
部
…
追
悼
式
典
、
第
２
部
…
く

み
や
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
皆
さ
ん
に
よ

る
コ
ー
ラ
ス
と
講
談
師　

神
田
香
織

さ
ん
に
よ
る
立
体
講
談
「
は
だ
し
の
ゲ

ン
」
の
上
演

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

とき

11
月
10
日
㈫

午
後
１
時
〜
４
時
10
分

ところ

中
央
公
民
館

▼臨時送迎バス発車時刻・場所一覧表

　教育施設の耐震化を図るため、昨年10月に着工した
南校舎の改築工事（第１期工事）が完成しました。
　新校舎は、耐震化・エコ化・ＩＣＴ化を基本に自学・
自習室を設けるなど生徒が自発的に学力向上の取り組
みができるような施設となっています。
　続いて、第2期工事に着工し、北西校舎の改修や旧校
舎の解体、東校舎・図書館の新築をおこなっていきます。
工期は、平成23年 3月までです。
　また、第2期工事と合わせて、南校舎に20㌗の太陽
光発電設備を設置し、中学校の年間電気使用量の15㌫
（年間20万円程度）の節減を目指します。
　工事に際しては、解体工事もおこなうことから、生徒
の皆さんの安全対策を十分に図るとともに、近隣の皆さ
んにご迷惑をお掛けしないよう細心の注意を払って施
工しますので、ご理解とご協力をお願いします。
問い合わせ／学校教育課

　

今
年
も
、
11
月
23
日
㈷
に
「
ふ
る
さ
と
フ

ェ
ア
久
御
山
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

農
業
・
商
業
・
工
業
・
一
般
の
各
エ
リ
ア

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し

や
展
示
、
即
売
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ビ
リ
ー
バ
ン
バ

ン
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
や
笑
福
亭
晃
瓶
と
若
手

噺は
な
し
か家
の
コ
ー
ナ
ー
、
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
募
集
し
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
／
同
フ
ェ
ア
実
施
委
員
会
（
産

　
　

業
課
内
）

とき

11
月
23
日
㈷

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

ところ

中
央
公
園

号車 発車時刻 場　所

1

12：00

12：05

12：07

12：09

12：10

12：13

12：20

12：23

12：25

12：00

12：03

12：08

12：10

12：13

相島北バス停

東一口　ローソン西側

前川橋バス停

排水機場前バス停

西一口バス停

中島バス停

大橋辺公民館向側

北川顔バス停（大久保方面）

藤和田バス停（大久保方面）

市田バス停（淀方面）

鈴間バス停（淀方面）

村東バス停（淀方面）

御牧バス停（淀方面）

坊ノ池バス停（淀方面）

2

号車 発車時刻 場　所

2 12：17

12：10

12：13

12：10

12：13

12：18

12：10

12：05

12：07

12：10

12：13

12：15

12：20

12：23

相島西バス停

林バス停（淀方面）

佐山バス停（淀方面）

久御山団地バス停ロータリー

久御山団地南バス停（東側）

佐山東代バス停（淀方面）

佐山小学校前

新成田バス停（ジャスコ方面）

栄町バス停（ジャスコ方面）

西栄町バス停（ジャスコ方面）

佐古バス停（ジャスコ方面）

工業団地バス停（五差路南側）

下津屋口バス停（淀方面）

下津屋バス停（淀方面）

6

3

4

5

久御山中学校改築工事

戦

没

者

追

悼

式

～
町
制
施
行
55
周
年
記
念　

ま
ち
を
彩
る
「
ひ
と
・
も
の
・
し
ぜ
ん
」
～

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
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御
牧
小
学
校　

４
年　

谷
村　

亮
介

御
牧
小
学
校　

４
年　

松
村　

岳
竜

御
牧
小
学
校　

４
年　

馬
場
崎
悠
也

御
牧
小
学
校　

４
年　

田
中　

成
季

御
牧
小
学
校　

３
年　

鈴
木　

一
史

御
牧
小
学
校　

４
年　

佐
藤　

海
斗

御
牧
小
学
校　

４
年　

原
田　

友
加

佐
山
小
学
校　

４
年　

山
口　

美
結

佐
山
小
学
校　

４
年　

南　
　

夢
歩

佐
山
小
学
校　

３
年　

山
根　

夢
叶

佐
山
小
学
校　

４
年　

西
村　

匡
人

佐
山
小
学
校　

３
年　

西
村　

麻
央

佐
山
小
学
校　

３
年　

渡
辺　

琴
美

佐
山
小
学
校　

３
年　

田
井　

克
則

東
角
小
学
校　

４
年　

城
田　

樹
季

東
角
小
学
校　

３
年　

脇
本
比
菜
子

東
角
小
学
校　

４
年　
　

田　

愛
梨

東
角
小
学
校　

３
年　

松
永　

花
奈

東
角
小
学
校　

４
年　

野
田　

記
子

東
角
小
学
校　

４
年　

松
井　

栞
菜

＝
敬
称
略
・
順
不
同
＝

御
牧
小
学
校　

４
年

内
田　

真
臣

御
牧
小
学
校　

４
年

堀
池　

大
吾

御
牧
小
学
校　

４
年

花
田　

雷
覇

佐
山
小
学
校　

４
年

菰
田
恵
里
奈

佐
山
小
学
校　

４
年

荒
井　
　

桃

東
角
小
学
校　

３
年

岩
﨑　

瑠
奈

東
角
小
学
校　

４
年

井
坪　
　

葵

佐
山
小
学
校　

３
年

坂　
　

悠
真

東
角
小
学
校　

４
年

稲
内　

天
也

東
角
小
学
校　

４
年

牧
野　

七
与

　

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
尾
﨑
圴
会
長
）
で
は
、
交
通
安
全
啓
発
ポ
ス

タ
ー
の
審
査
会
を
９
月
14
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

応
募
の
あ
っ
た
３
１
５
点
を
厳
正
に
審
査
し
、
優
秀
賞
10
点
と
佳
作
20
点
を

選
び
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
の
作
品
は
、
交
通
安
全
啓
発
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
に
印
刷
し
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
に
お
贈
り
し
ま
す
。
ま
た
、
入
選
作
品
30
点
は
、
町
民
文
化
祭

や
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
の
会
場
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

入
選
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

優
秀
賞

佳　

作

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
啓
発

ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
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vol.134

アナログ放送からデジタル放送へ

　現在、利用されている地上アナログ放送は、2011年
（平成 23年）７月までに終了し、地上デジタル放送に
切り替わることが決まっています。デジタル放送になる
と、画質がよりきれいになり、音声もＣＤ並みの高音質
となります。
　デジタル放送を見るためには、①専用チューナーを付
け足す。②デジタル放送対応のテレビに買い替える。③
対応済みのケーブルテレビで視聴する。などの方法があ
ります。
　現在、2011年の完全移行に向けて、アンテナの取り
替え工事など移行作業が着々とおこなわれています。こ
の作業に便乗した架空請求や訪問販売などの被害の発
生が考えられますので、注意しましょう。
☆アンテナ工事
　デジタル放送に移行するにあたって、アンテナを取り
替えたり、調整したりすることが必要になることがあり
ますが、工事の依頼をしていないものについて、事業者
が料金を請求することはありません。アンテナ工事費を

請求された場合、架空請求の可能性もありますので、安
易に支払わないようにしましょう。
　また、アンテナ工事の勧誘を受けても即決せずに複数
の業者に見積もりをとり、契約は慎重にしましょう。
☆ケーブルテレビの勧誘
　デジタル放送になるからと、ケーブルテレビへの加入
を勧められることがあるようですが、ケーブルテレビへ
加入しないと、デジタル放送が見られない、というわけ
ではありません。
　加入契約に際しては、自分にとって本当に必要なもの
かどうか、慎重に考えて契約するようにしましょう。
　地上デジタルテレビ放送についての疑問・質問など
は、総務省地デジコールセンター☎0570（07）0101
または 03（4334）1111へご相談ください。
　トラブルに巻きこまれたら、１人で悩まず、京都府消
費生活安全センター☎075（671）0004、京都府山城
広域振興局商工観光室☎0774（21）2103または町産
業課へ。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
は
、
死
亡
者
や
重
症
者
の
発
症
を
減
ら

す
こ
と
や
必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
を
、

そ
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
次
に
示
す
よ
う
に
死
亡
や

重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
人
を
優
先
す
る
こ

と
、
ま
た
、
そ
の
人
々
の
治
療
に
従
事
す
る

医
療
従
事
者
を
優
先
す
る
こ
と
を
基
本
的
な

方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
以
外
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
、
優

先
接
種
が
終
了
次
第
、
希
望
者
が
接
種
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、今
後
の
流
行
の
状
況
、接

種
の
状
況
や
供
給
量
な
ど
も
踏
ま
え
、
国
が

対
応
を
検
討
し
ま
す
。（
分
か
り
次
第
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。）

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
意

思
が
尊
重
さ
れ
ま
す
（
任
意
接
種
）。
優
先

接
種
対
象
者
に
つ
い
て
も
、
接
種
義
務
が
生

じ
る
も
の
で
は
な
く
、
該
当
す
る
人
の
う
ち
、

希
望
者
に
つ
い
て
は
接
種
を
可
能
と
す
る
も

の
で
す
。

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
電
話
相
談
窓
口

　

府
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
５
（
４
１
４
）
５

４
０
０（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
）

ま
た
は
府
山
城
北
保
健
所
☎
０
７
７
４
（
２

１
）
２
９
１
１

▼
接
種
場
所

　

医
療
機
関
…
京
都
府
・
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
費
用

　

１
回
目
の
接
種
は
３
，
６
０
０
円
、
２
回

目
の
接
種
は
２
，
５
５
０
円
。

　

た
だ
し
、
２
回
目
を
異
な
る
医
療
機
関
で

接
種
を
受
け
た
場
合
は
、
基
本
的
な
健
康
状

態
な
ど
の
確
認
が
再
度
必
要
と
な
る
た
め
、

３
，
６
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
負
担
軽
減
措
置

　

所
得
の
少
な
い
世
帯
に
つ
い
て
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
検
討
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

41

「
新
型
イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ
ン
接
種
」

の
基
本
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た

対象者 開始時期の予定

妊婦、基礎疾患を有する人 11月中旬〜

幼児（1歳〜小学校就学前） 12月後半〜

小学生（1〜 3年） 12月後半〜

1歳未満児の保護者など 平成 22年 1月以降

小学生（4〜 6年）、中学生、
高校生相当の人 平成 22年 1月以降

高齢者（65歳以上） 平成 22年 1月以降

▼10月22日現在の接種スケジュール
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図
書
館

図
書
館

【
問
い
合
わ
せ
】

【
開 

館 

時 

間
】

【
休   

館   

日
】

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
３

火
〜
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪
・
24
日
㈫
・

30
日
㈪
・
12
月
１
日
㈫

■材料（４人分）
130

ぜいたく煮

87㌔カロリー /１人分

「くみやま食暦」作成検討会

大根の漬け物(古漬け)････300 グラム

だし汁･･･････････････････ 300㏄
砂糖･･･････････････････大さじ１
濃口しょうゆ･･････････････ 30㏄

鷹の爪･････････････････････ 1 本
かえりちりめん･････････････適量
　（頭とはらわたを取っておく）

作り方 

①　大根の漬け物を２～３㎜の厚さに
切り、もみ洗いしてから、一晩水を
２～３回替えながら漬けて、塩抜き
をする。

②　①をたっぷりの水で茹でて臭みを
取る。

③　ざるにあけて水洗いをし、よく水
気を切る。

④　鍋に③と材料 Ａ を入れ、30分ほ
ど煮ると出来上がりです。

※古漬けになった大根の漬け物を塩出
しして煮る料理です。

　そのままでも美味しい漬け物を、さ
らに手間暇かけて煮るので「ぜいた
く煮」といわれています。

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

∧
夜
空
を
見
上
げ
て
み
よ
う
∨

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、「
夜
空
を
見
上
げ
て
み
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
２
０
０
９
年
は
、

科
学
者
ガ
リ
レ
オ
が
初
め
て
望
遠
鏡
を
夜
空
に
向
け
、
宇
宙
へ
の
扉

を
開
い
た
１
６
０
９
年
か
ら
４
０
０
年
目
に
当
た
り
ま
す
。
思
い
を

は
せ
て
…

オ
ス
ス
メ
本

「
星
座
と
宇
宙　

夜
空
の
観
察
事
典
」

藤
井
旭
著

　

星
座
の
見
方
・
見
付
け
方
を
季
節
別
に
紹
介
し
、
各
方
角
の
時
間

帯
別
の
星
座
の
見
え
方
を
図
解
。「
星
座
早
見
盤
」
付
き
で
、
天
体
観

測
に
便
利
で
す
。

「
宙そ

ら

の
旅
」

林
完
次
著

　

星
空
の
似
合
い
そ
う
な
場
所
を
探
し
て
旅
を
し
た
著
者
が
紡
ぐ
、
月

や
星
、
夜
に
ま
つ
わ
る
言
葉
の
数
々
を
、
美
し
い
旅
の
夜
空
の
写
真
と

と
も
に
…

「
ガ
リ
レ
オ
」（
絵
で
読
む
教
科
書
に
出
て
く
る

世
界
の
科
学
者
た
ち
）　

児
童
書

後
藤
幹
著

　

ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
の
発
見
し
た
こ
と
や
発
明
し
た
も
の
は
星

の
数
ほ
ど
。
わ
か
り
や
す
い
絵
と
文
章
で
楽
し
み
な
が
ら
知
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

新
着
図
書
の
紹
介

★
人
間
の
運
命

（
五
木
寛
之
著
）

　
　

運
命
と
は
何
か
、
運
命
は
変
え
る

事
が
で
き
る
の
か
…
。
作
家
、
五
木
寛

之
に
よ
る
究
極
の
人
間
論
。

★
引
き
出
し
の
中
の
ラ
ブ
レ
タ
ー

（
新
堂
冬
樹
著
）

　

伝
え
た
か
っ
た
の
に
、
伝
え
ら
れ
な

か
っ
た
想
い
…
。
真
生
は
、
絶
縁
し
た

ま
ま
他
界
し
た
父
か
ら
の
手
紙
を
き
っ

か
け
に
、
ラ
ジ
オ
番
組
を
企
画
す
る
。

★
反
撃

（
草
野
た
き
著
）

つ
ま
ず
い
て
ば
か
り
だ
け
ど
、
け
し
て

あ
き
ら
め
な
い
。
５
人
の
中
学
生
女
子

の
、
日
常
の
物
語
。

★
ね
こ
の
お
す
し
や
さ
ん

（
鈴
木
ま
も
る
作
・
絵
）

　

お
す
し
が
大
好
き
な
猫
た
ち
が
、
さ

か
な
ぐ
る
ま
で
や
っ
て
来
た
お
す
し
や

さ
ん
を
お
手
伝
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
開
催

　

図
書
館
で
は
、
町
民
文
化
祭
で
保
存
年
月
の
過
ぎ
た
雑
誌
を

お
譲
り
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

日
時
／
11
月
８
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
か
ら
（
な
く
な
り
次
第

終
了
）

場
所
／
役
場
中
庭
交
流
広
場

A



17
広報くみやま平成21年 11月 1日

2009
November11

　

町
政
を
見
る
会

　

町
内
の
施
設
や
く
ら
し
に
関
連
す
る
施
設

を
見
学
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
が
意
見

交
換
す
る
「
町
政
を
見
る
会
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
１
日
㈫　

午
後
１
時
～
５
時

場
所
／
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
市
）、

健
康
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
ホ
ー
ル

定
員
／
先
着
30
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
20
日
㈮
ま

で
に
、
広
報
行
政
課
へ
。
電
話
可

　

家
族
介
護
者
交
流
事
業

　

町
で
は
、
ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ

て
い
る
人
を
対
象
に
交
流
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
11
月
30
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後
４

時

対
象
／
在
宅
で
介
護
を
要
す
る
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
高
齢
者
を
、
常
時
直
接
介
護

し
て
い
る
人

内
容
／
社
会
見
学
…
永
観
堂
と
南
禅
寺
（
京

都
市
左
京
区
）
と
交
流
会

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
13
日
㈮
ま

で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可

　

い
き
い
き
健
康
教
室（
栄
養
編
）

　
「
自
分
の
体
と
食
生
活
に
つ
い
て
考
え
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
楽
し
く
お
料
理
を
し
な
が

ら
、
自
分
の
健
康
を
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
、

自
分
や
家
族
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
楽
し
く
学
習
し

ま
し
ょ
う
。

日
時
／
12
月
７
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後
２

時
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

内
容
／
調
理
実
習
（
ふ
だ
ん
の
お
か
ず
で
で

き
る
ひ
と
工
夫
）、
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
に
よ
る
講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど

※
体
脂
肪
の
測
定
は
裸
足
で
お
こ
な
い
ま
す
。

定
員
／
先
着
16
人

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
な
ど
（
特
定
健
診
な
ど

の
結
果
が
あ
れ
ば
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
へ
。

電
話
可

　

荒
見
苑
草
花
教
室

　

町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
教
室
を
開
き

ま
す
。

日
時
／
12
月
８
日
㈫
・
９
日
㈬　

い
ず
れ
も

午
後
２
時
～
３
時

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員
／
各
先
着
16
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
２
日
㈪
か

ら
、
同
苑
へ
。
電
話
可

　

京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

見
学
会

　

町
で
は
、11
月
21
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る「
京

都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
」
の
見

学
会
を
開
き
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
様
々
な
環
境
保

護
活
動
を
し
て
い
る
団
体
な
ど
が
参
加
し
ま

す
。
子
ど
も
向
け
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
し
、
環
境
問
題
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
21
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

※
中
央
公
民
館
前
に
午
前
９
時
ま
た
は
総
合

体
育
館
前
に
午
前
９
時
15
分
に
集
合
し
、

バ
ス
で
会
場
に
移
動
し
ま
す
。

会
場
／
京
都
府
総
合
見
本
市
会
館
（
パ
ル
ス

プ
ラ
ザ
）

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
地
球
温

暖
化
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
（
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
は
、
保
護
者
同
伴
）

※
参
加
さ
れ
た
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に

は
、
啓
発
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

内
容
／
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
約
２
時
間
見

学

定
員
／
先
着
25
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
13
日
㈮
ま

で
に
、
環
境
保
全
課
へ
。

秋の無料体験学習
11月16日㈪〜30日㈪

2週間で計4回
申込み受付中です。右記教室までご連絡ください。

◆東教室 075－983－8381
秋山　浩子

◆栄教室 0774－43－5840
玉城　啓永

有料広告を募集中
「広報くみやま」毎月 1 日号に掲載する

有料広告を募集しています。

1 枠　5,000 円から

企業や事務所の PR に、ぜひご利用ください。

詳しくは、役場広報行政課または町ホームページを！
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荒
見
苑
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
親
睦
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
を
開
き
ま

す
。

日
時
／
12
月
14
日
㈪　

午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分

場
所
／
荒
見
苑

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員
／
先
着
１
０
０
人

費
用
／
２
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
２
日
㈪
か

ら
、
同
苑
へ
。
電
話
可

　

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

　

町
で
は
、
一
人
の
人
間
と
し
て
理
解
し
合

い
、
支
え
あ
っ
て
生
き
る
男
女
平
等
と
共
同

参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
、
男
女
共
同
参
画

セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
交
流
ホ
ー
ル

対
象
／
町
内
在
住
の
人

内
容
／
演
題
…
「
家
庭
内
で
の
暴
力
を
考
え

る
！
シ
リ
ー
ズ
１
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
」、
講
師
…
ウ

イ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
京
都
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

友
杉
明
日

香
さ
ん

定
員
／
30
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
９
日
㈪
ま

で
に
、
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可

※
保
育
ル
ー
ム
を
設
け
ま
す
。
ご
希
望
の
人

は
、
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

難
病
相
談
（
膠
原
病
）

日
時
／
12
月
７
日
㈪　

午
後
１
時
～
３
時
30

分

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

対
象
／
膠こ

う
げ
ん原

病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
人

や
そ
の
家
族

※
膠
原
病
…
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
多
発
性
筋

炎
、
慢
性
（
悪
性
）
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど

内
容
／
個
別
相
談
と
指
導
・
助
言

担
当
医
師
／
国
立
病
院
機
構
宇
多
野
病
院
リ

ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科
診
療
部
長　

柳
田
英
寿
医
師

定
員
／
６
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
11
日
㈬
か

ら
、
同
☎
０
７
７
４
（
２
１
）
２
９
１

　
　

１
へ
。
電
話
可

　

暴
力
追
放
・
少
年
非
行
防
止

　

住
民
大
会

　

町
で
は
、
宇
治
防
犯
協
会
な
ど
と
共
催
で

第
26
回
宇
治
市
・
久
御
山
町
暴
力
追
放
・
少

年
非
行
防
止
住
民
大
会
を
開
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
送
迎
バ
ス
は
、
午
前

９
時
に
中
央
公
民
館
前
を
出
発
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
か
ら

場
所
／
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

内
容
／
式
典
、
特
別
講
演
：
演
題
…
「
少
年

非
行
防
止
に
つ
い
て
」、
講
師
…
京
都

家
庭
裁
判
所
総
括
主
任
調
査
官　

築

山
高
幸
さ
ん

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

　

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展

　

税
を
身
近
に
感
じ
、
税
の
仕
組
み
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
11
月
11
日
か

ら
17
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し

て
、
税
務
署
を
中
心
に
税
に
関
す
る
広
報
・

広
聴
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
「
税
金
で
で
き

て
い
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
小
学
生
の
絵
画

展
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

土
・
日
曜
日
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
11
日
㈬
～
17
日
㈫　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

場
所
／
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

　

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

○
マ
マ
さ
ん
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
よ
る

　

コ
ン
サ
ー
ト

　

城
陽
市
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
マ
マ
さ
ん
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
「
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
」
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
11
月
14
日
㈯　

午
前
11
時
～
正
午

※
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
ご
自
由
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
ち
い
き
で
あ
そ
ぼ
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

今
年
度
か
ら
地
域
の
集
会
所
を
お
借
り
し

て
、
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
を
開
い
て
い
ま
す
。

近
く
の
人
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時
／
11
月
20
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
50
分

場
所
／
栄
１
・
２
丁
目
集
会
所

○
親
子
サ
ロ
ン

　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
に
開
い
て
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
13
日
㈮
・
27
日
㈮　

い
ず
れ
も

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

※
27
日
は
、
図
書
館
司
書
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず
れ
も
同
ホ
ー
ル
。

　

敬
老
金
の
受
け
取
り
は
お
早
め
に

　

町
で
は
、
町
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
お

住
ま
い
で
、
平
成
21
年
９
月
１
日
現
在
、
満

70
歳
、
満
75
歳
、
満
80
歳
、
満
85
歳
、
満
90

歳
、
満
95
歳
の
人
と
満
１
０
０
歳
以
上
の
人

に
、
敬
老
金
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
な
い
人
は
、
対

象
者
に
送
付
し
た
支
給
決
定
通
知
書
と
印

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
11
月
30
日
㈪
ま
で
に
、

長
寿
健
康
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

期
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

広報くみやま10月 1日号でご案内の子育て応援特別手当はなくなりました。
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寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

　

町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寝
具
（
敷
布
団
、

掛
布
団
、
毛
布
）
の
洗
濯
と
乾
燥
、
消
毒
サ
ー

ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。

対
象
／
65
歳
以
上
の
人
で
、寝
具
の
衛
生
的
な

管
理
が
困
難
な
人

※
同
世
帯
に
寝
具
の
衛
生
的
な
管
理
が
で
き

る
人
が
い
る
場
合
は
除
く
。

対
象
と
な
る
寝
具
／
敷
布
団
、
掛
布
団
、
毛

布
各
１
枚

費
用
／
敷
布
団
１
９
０
円
、
掛
布
団
１
９
０

円
、
毛
布
70
円

回
収
日
／
11
月
25
日
㈬
（
業
者
が
直
接
回
収
）

納
品
日
／
12
月
３
日
㈭
（
ご
自
宅
に
配
達
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
11
日
㈬
ま

で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
。

　

毒
物
劇
物
危
害
防
止
運
動

　

毒
物
や
劇
物
は
、
農
薬
や
燃
料
な
ど
私
た

ち
の
身
近
な
場
所
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

吸
引
や
接
触
に
よ
っ
て
中
毒
に
な
る
な
ど
人

体
へ
の
影
響
が
強
い
こ
と
か
ら
取
り
扱
い
に

は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
取
り
扱
い
を

ひ
と
つ
間
違
え
る
と
重
大
な
被
害
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
毒
物
劇
物
を
取
り
扱
う
際
に

は
、
正
し
い
使
用
・
保
管
管
理
・
廃
棄
を
お

こ
な
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

　

薬
物
乱
用
は
ダ
メ

　

薬
物
乱
用
の
防
止
は
、
薬
物
を
乱
用
す
る

一
部
の
人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は
、
乱
用
者
以
外
の
多
数
の
人
々

に
よ
っ
て
薬
物
乱
用
を
許
さ
な
い
社
会
環
境

づ
く
り
を
す
る
事
で
す
。

　

自
分
や
自
分
の
家
族
だ
け
は
大
丈
夫
と
い

う
き
め
つ
け
は
、
禁
物
で
す
。
誤
っ
た
知
識

を
信
じ
込
ん
で
、
薬
物
乱
用
を
許
し
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
一
度
だ
け
の

つ
も
り
が
い
つ
の
間
に
か
中
毒
に
な
り
、
一

度
し
か
な
い
人
生
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

Ｎ
ｏ
（
ノ
ー
）
！
と
言
え
る
勇
気
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。
薬
物
乱
用
は
、
１
回
で
も
「
ダ

メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

　

い
き
い
き
特
別
講
座

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、「
い
き
い
き
特
別

講
座
」
と
し
て
、
ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
３
日
㈷
か
ら
各
曜
日
全
８
回　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
７
時
45
分

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
火
曜
日
：
ボ
ー
ル
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
、
水
曜
日
：
は
じ
め
て
ヨ
ガ
、

木
曜
日
：
マ
ッ
ト
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
金
曜

日
：
カ
ロ
リ
ー
バ
ー
ナ
ー
（
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
）

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

費
用
／
各
８
回
３
，
０
０
０
円
（
は
じ
め
て

ヨ
ガ
は
４
，
８
０
０
円
）

※
当
日
参
加
の
場
合
は
、
各
１
回
５
０
０
円

（
は
じ
め
て
ヨ
ガ
は
、
８
０
０
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
ホ
ー
ル
へ
。電

話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

犬
の
適
正
飼
養
推
進
月
間

　

11
月
は
、
犬
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
で
す
。

次
の
こ
と
を
守
り
、
ペ
ッ
ト
は
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
…
法
律
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上

の
飼
い
犬
は
、
生
涯
１
回
の
登
録
が
必
要

で
す
。

放
し
飼
い
は
禁
止
…
犬
の
放
し
飼
い
は
迷
惑

で
す
。
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
必

ず
し
っ
か
り
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

散
歩
時
の
フ
ン
の
後
始
末
…
家
の
前
や
道
端

な
ど
の
フ
ン
は
、
気
分
の
悪
い
も
の
で
す
。

　

犬
の
フ
ン
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
責
任

で
す
。
回
収
袋
や
ス
コ
ッ
プ
を
忘
れ
ず
に

持
っ
て
散
歩
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た

は
、
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
て
、
散
歩
時

　

に
は
フ
ン
を
し
な
い
で
済
む
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
…
捨
て
ら
れ
た
犬

は
、
飢
え
や
寒
さ
に
苦
し
む
だ
け
で
な
く
、

　

人
に
危
害
を
加
え
た
り
交
通
事
故
の
危
険

性
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
毎
週
火
曜
日
の
京
都
府

　

の
巡
回
引
き
取
り
日
に
連
れ
て
来
て
く
だ

さ
い
。

日
時
／
毎
週
火
曜
日（
祝
日
を
除
く
）　

午
後

２
時
40
分
～
３
時

場
所
／
環
境
保
全
課
分
庁
舎
前

問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健
所
☎
０
７
７

　
　

４
（
２
１
）
２
９
１
２
ま
た
は
環
境
保

　
　

全
課

　

浄
化
槽
の
水
質
検
査

　

浄
化
槽
式
の
水
洗
ト
イ
レ
を
ご
使
用
の
人

は
、浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
保
つ
た
め
、保

守
点
検
と
清
掃
、
水
質
検
査
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
は
専
門
知
識
が
必
要
で
す
の
で
、

次
の
と
お
り
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

○
保
守
点
検
…
京
都
府
登
録
の
浄
化
槽
保
守

点
検
業
者

○
清
掃
…
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
許
可
を
得

た
浄
化
槽
清
掃
業
者

○
水
質
検
査
…
京
都
府
知
事
が
指
定
す
る
検

査
機
関
の
㈳
京
都
保
健
衛
生
協
会
☎
０
７

　

５
（
６
８
１
）
１
７
２
７

　

ま
た
、
増
改
築
や
下
水
道
へ
の
接
続
な
ど

で
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
さ
れ
る
と
き
は
、

環
境
保
全
課
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
ま
た
は
城
南
衛

　
　

生
管
理
組
合
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
５

　
　

１
７
１

　

公
園
内
で
の
犬
の
散
歩
は
禁
止

　

町
で
は
、
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

声
を
反
映
し
て
公
園
施
設
の
衛
生
管
理
を
図

る
た
め
、
公
園
内
で
の
犬
の
散
歩
な
ど
に
つ

い
て
は
、
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
一
部
の

愛
犬
家
に
よ
り
そ
れ
ら
の
こ
と
が
守
ら
れ
て

い
な
い
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
美
し
い
公
園
環

境
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

公
園
内
で
の
犬
の
散
歩
な
ど
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
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太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

　

補
助
金
制
度

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
個
人
お
よ
び
中
小

企
業
者
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
／
町
内
に
所
在
す
る
住
宅
ま
た
は
事
業

所
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

国
の
補
助
制
度
（
住
宅
用
太
陽
光
発
電

導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
ま
た
は
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
事
業
者
支
援
対
策
費
補
助

金
）
の
交
付
額
確
定
を
受
け
た
個
人
お

よ
び
中
小
企
業
者

補
助
金
額
／
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
出
力

１
㌗
当
た
り
５
万
円
（
上
限
…
個
人

25
万
円
、
中
小
企
業
者
50
万
円
）

申
請
期
限
／
国
の
補
助
の
交
付
額
確
定
通
知

日
か
ら
１
年
以
内

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

町
や
京
都
府
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
乗

り
物
で
あ
る
「
バ
ス
」
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、

ご
家
庭
で
地
球
環
境
や
バ
ス
に
つ
い
て
話
し

合
う
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
11

月
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
に
バ
ス
・
エ
コ

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　

バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
、
対
象
の

バ
ス
を
利
用
の
際
、
大
人
１
人
に
つ
き
同
伴

の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
２
人
ま
で
が
無
料

に
な
る
取
組
み
で
す
。

　

利
用
方
法
は
バ
ス
を
降
り
る
時
に
、
運
転

手
に
子
ど
も
が
「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
言

っ
て
、
町
立
小
学
校
で
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ

に
添
付
の
チ
ケ
ッ
ト
を
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き

１
枚
、
運
賃
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
23
日
㈷
に
開
催
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と

フ
ェ
ア
久
御
山
」
の
会
場
へ
運
行
す
る
の
っ

て
こ
バ
ス
臨
時
便
も
バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

バ
ス
利
用
に
よ
る
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

※
定
期
券
利
用
は
、
除
き
ま
す
。

対
象
の
バ
ス
／
久
御
山
町
、
宇
治
市
、
城
陽

市
、
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
八
幡
市
、
京

田
辺
市
、
大
山
崎
町
、
宇
治
田
原
町
を

走
る
京
阪
バ
ス
、
京
阪
宇
治
バ
ス
、
京

阪
シ
テ
ィ
バ
ス
、
阪
急
バ
ス
、
の
っ
て

こ
バ
ス
（
久
御
山
町
）、城
陽
さ
ん
さ
ん

バ
ス
（
城
陽
市
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
や
わ
た
（
八
幡
市
）、
き
の
つ
バ
ス

（
木
津
川
市
）、
く
る
り
ん
バ
ス
（
精
華

町
）

※
京
阪
中
書
島
駅
、
京
阪
淀
駅
、
近
鉄
大
久

保
駅
行
き
の
路
線
バ
ス
に
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課

　

町
バ
ス
カ
ー
ド
等
購
入

　

高
齢
者
助
成
金
制
度

　

町
で
は
、
公
共
交
通
バ
ス
利
用
の
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
外
出
を
支
援
し
、

老
後
の
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
、
バ
ス
カ

ー
ド
等
購
入
高
齢
者
助
成
金
制
度
を
創
設
し
、

今
年
の
５
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
70
歳
以
上
の

住
民
の
人
を
対
象
に
、
２
，
５
０
０
円
を
限

度
と
し
て
、
バ
ス
カ
ー
ド
等
の
購
入
代
金
の

半
額
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課

　

就
学
時
健
康
診
断

　

平
成
22
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
、

平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
れ
た
児
童
を
対
象
に
、
就
学
時

健
康
診
断
を
お
こ
な
い
ま
す
。
必
ず
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
診
断
の
通
知
書
が
ま
だ
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
程
／
御
牧
小
学
校
…
11
月
13
日
㈮　

東
角

小
学
校
…
11
月
19
日
㈭　

佐
山
小
学

校
…
11
月
12
日
㈭　

各
校
と
も
午
後

１
時
30
分
か
ら

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課

　

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。

　

校
区
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
17
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
園
庭
開
放
（
雨
天
時
は
室
内
遊
び
）

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所

　

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
中
止

　

11
月
７
日
㈯
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
中
止
し

ま
す
。
今
年
度
の
最
終
回
は
、
12
月
５
日
㈯

午
前
９
時
か
ら
総
合
体
育
館
で
お
こ
な
い
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
「
１
１
９
番
の
日
」で
あ
る
11
月
９
日
か
ら

15
日
ま
で
の
７
日
間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者

な
ど
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
、
財
産
の
損
失
を
防
止
す
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
、
火
災
予
防
の
思
想
の
一
層
の
普
及

を
図
り
ま
す
。

　

次
の
「
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
住
宅
防
火
対
策
を
進
め

ま
し
ょ
う
！

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
へ
の
着
火
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
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１
１
９
番
の
日

　

11
月
９
日
は
、
消
防
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
防
火
防
災
意
識
の
高
揚

お
よ
び
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の
確
立
を

目
的
に
、昭
和
62
年
か
ら
「
１
１
９
番
の
日
」

と
し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
電
話
機
の
そ
ば
に
住
所
や

電
話
番
号
、
近
く
に
あ
る
大
き
な
目
標
（
学

校
、
店
舗
、
公
園
、
橋
、
バ
ス
停
な
ど
）
を

書
い
た
メ
モ
を
貼
る
な
ど
、
い
つ
で
も
落
ち

着
い
て
１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
よ
う
に
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
通
報
さ
れ
る
場
合
、

久
御
山
町
と
他
市
と
の
境
界
で
は
、
ア
ン
テ

ナ
設
置
場
所
に
よ
り
近
隣
の
消
防
本
部
へ
入

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
は
、「
久
御

山
町
」
と
伝
え
て
い
た
だ
く
と
、
町
消
防
本

部
へ
転
送
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
で
１
１
９
番
を
す
る
と
き
は
、

災
害
場
所
の
市
町
名
、
住
所
、
氏
名
、
携
帯

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

　

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ
ア

　

創
業
・
経
営
革
新
や
法
律
、
Ｉ
Ｔ
・
パ
ソ

コ
ン
な
ど
経
営
に
係
わ
る
疑
問
に
各
種
専
門

家
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
26
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後
４

時

場
所
／
城
陽
商
工
会
議
所
（
城
陽
市
富
野
久

　
　

保
田
１
︱
１
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
20
日
㈮
ま

で
に
、町
商
工
会
☎
０
７
５
（
６
３
１
）

６
５
１
８
へ
。

　

剪
定
枝
チ
ッ
プ
実
費
配
布

　

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
公
園
や
街
路

樹
、
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
剪せ

ん
て
い定
枝
を
チ
ッ
プ

化
し
、
管
内
の
農
家
等
事
業
者
の
み
な
さ
ん

へ
の
配
布
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間
／
11
月
24
日
㈫
～
12
月
４
日
㈮　

い
ず

れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

場
所
／
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

対
象
／
管
内
で
農
業
等
を
営
む
個
人
・
団
体

配
布
方
法
・
費
用
／
ト
ラ
ッ
ク
を
持
ち
込

み
、
自
身
で
運
ぶ
…
５
０
０
円
／
１

㎥
、
配
達
…
１
，
０
０
０
円
／
１
㎥

※
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
く
な
っ

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
４
日
㈬
か

ら
12
日
㈭
ま
で
の
間
に
、
同
組
合
各
施

設
お
よ
び
町
環
境
保
全
課
に
備
え
付
け

ま
た
は
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

　

 　p://w
w
w
.jyonaneikan.jp/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、同
セ
ン
タ
ー（
〒

　
　

610
︱
0121
城
陽
市
寺
田
奥
山
１
）
☎
０
７

　
　

７
４（
５
３
）
３
５
８
１
、　

０
７
７
４

（
５
３
）３
５
８
９
へ
。
郵
送
・
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
可

　

第　

回
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

　

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
で
は
、

マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
と
走
路
監
察
や
給
水
、
会

場
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

名
物
と
な
っ
た
「
具
だ
く
さ
ん
ぶ
た
汁
」

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
平
成
22
年
１
月
31
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
か
ら
（
雨
天
決
行
）

場
所
／
木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
町

役
場
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

種
目
／
マ
ラ
ソ
ン
の
部
…
１
．
５
㌖
、
３
㌖
、

５
㌖
、
10
㌖
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
…
３

㌖

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
23
日
㈷
ま

で
に
、
公
共
施
設
な
ど
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
ご
記
入
の
う
え
、
参
加
費
を

添
え
て
同
委
員
会
事
務
局
（
総
合
体
育

館
内
）
ま
た
は
社
会
教
育
課
へ
。

　

歩
こ
う
会
例
会

日
時
／
11
月
29
日
㈰　

午
前
９
時

集
合
場
所
／
近
鉄
大
久
保
駅

行
き
先
／
二
尊
院
＆
大
覚
寺
（
７
．
５
㌖
）

費
用
／
拝
観
料
・
交
通
費
は
個
人
負
担

そ
の
他
／
弁
当
・
飲
み
物
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
同
会
の
信
貴
さ
ん
宅
☎
０
７

　
　

７
４
（
４
１
）
７
０
７
９

※
当
日
の
朝
、
午
前
中
の
降
水
確
率
が
40
㌫

以
上
の
場
合
は
、
12
月
１
日
㈫
に
延
期
し

ま
す
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

審
判
講
習
会

　

町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
の
設
立
を

記
念
し
て
来
年
１
月
に
交
流
大
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
事
前
事
業
と
し
て
、
審
判

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

連
盟
主
催
の
大
会
に
つ
い
て
は
、
相
互
審

判
に
よ
り
運
営
し
ま
す
の
で
、
今
後
、
大
会

へ
の
参
加
を
考
え
て
お
ら
れ
る
チ
ー
ム
な
ど

は
、
２
人
以
上
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
日
、
ス
ポ
ー
ツ
の
出
来
る
服
装
と
上
靴

を
ご
持
参
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
15
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
／
総
合
体
育
館

費
用
／
１
人
１
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
６
日
㈮
ま

で
に
、
町
体
育
協
会
事
務
局
へ
。

︿
申
し
込
み
と
費
用
﹀

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
、
11
月
10
日
㈫
（
10
日
ま
で
の
教

室
に
つ
い
て
は
開
催
前
日
）
ま
で
に
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
、
無
料
で
す
。

20
ス
ポ
ー
ツ

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
し
込
み
は
11
月
１
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
２

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、

　
　
　
　

そ
の
翌
日
）
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パ
ソ
コ
ン
教
室 

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン

　
（
ワ
ー
ド
編
Ⅱ
）

日
時
／
11
月
18
日
㈬
・
20
日
㈮
・
25
日
㈬
・

27
日
㈮
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
後
７
時

～
９
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
ワ
ー
ド
に
よ
る
文
書
編
集
の
様
々
な

応
用
機
能
を
学
習
し
ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
２
，
１
０
０
円
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
よ
う

日
時
／
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
・
21
日
㈯
・

　
　

22
日
㈰
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
初
心
者
向
き
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

便
利
な
機
能
と
電
子
メ
ー
ル
の
使
い
方

を
学
習
し
ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
１
，
０
５
０
円
）

▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型

日
時
／
11
月
18
日
㈬
・
20
日
㈮
・
25
日
㈬
・

27
日
㈮
・
12
月
２
日
㈬
・
４
日
㈮
・
９

日
㈬
・
11
日
㈮
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
様
々
な
機
能
を
、
入
力

の
仕
方
か
ら
復
習
し
ま
す
。

※
初
心
者
も
受
講
で
き
ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
４
，
０
０
０
円

　

童
謡
を
楽
し
む
会 

日
時
／
11
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員
／
各
60
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。

　

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室 

日
時
／
11
月
18
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
45
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
映
画
と
世
界
遺
産
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞

し
ま
す
。

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

　

漢
字
出
直
し
塾 

日
時
／
11
月
13
日
㈮
・
27
日
㈮　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
各
30
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
１
０
０
円

　

週
末
の
星
空
観
察
会 

日
時
／
11
月
21
日
㈯　

午
後
６
時
～
７
時
、

28
日
㈯　

午
後
６
時
～
７
時
（
受
け
付

け
は
、
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま

す
。（
雨
天
・
曇
り
の
場
合
は
中
止
）

　

大
人
木
工
教
室

日
時
／
11
月
12
日
㈭　

①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
５
時

※
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
杉
板
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
６
人

費
用
／
５
０
０
円

　

漢
字
の
達
人
教
室 

日
時
／
11
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
11

時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
～
６
年
生

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

小
学
生
工
作
教
室

日
時
／
11
月
21
日
㈯　

①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
５
時
、
22
日
㈰　

③
午

前
９
時
～
正
午　

④
午
後
２
時
～
５
時

※
①
～
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

内
容
／
杉
板
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
８
人

費
用
／
４
０
０
円

　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

わ
く
わ
く
実
験
教
室 

日
時
／
11
月
14
日
㈯　

①
午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
４
時

※
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
親
子
で
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。
低
学
年
児
童
に
つ

い
て
は
、
な
る
べ
く
保
護
者
同
伴
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

内
容
／
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
実
験

と
科
学
工
作
を
し
ま
す
。

定
員
／
各
16
人

　

た
の
し
い
折
り
紙
教
室

日
時
／
11
月
28
日
㈯　

午
後
２
時
～
３
時

対
象
／
町
内
在
住
で
３
歳
以
上
の
幼
児
・
小

学
生
と
保
護
者

内
容
／
親
子
で
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
す
。

※
各
自
、
折
り
紙
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

定
員
／
20
組

　

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時
／
11
月
28
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人
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文
化
施
設
見
学
会

日
時
／
12
月
３
日
㈭　

午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
バ
ス
で
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
と
明

石
海
峡
大
橋
へ
行
き
ま
す
。

定
員
／
30
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

　

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

日
時
／
①
11
月
14
日
㈯　

②
28
日
㈯　

い
ず

れ
も
午
前
９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

　
　

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ

　
　

ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
な
ど

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　

使
用
講
習
会
＆
相
談
日 

日
時
／
11
月
５
日
㈭
・
９
日
㈪
・
17
日
㈫
・

26
日
㈭　

午
後
７
時
～
７
時
40
分
、
11

月
３
日
㈫
・
８
日
㈰
・
15
日
㈰
・
22
日

㈰　

午
前
10
時
～
10
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
。）

　

年
賀
状
（
毛
筆
）
教
室

日
時
／
11
月
24
日
㈫
・
27
日
㈮
【
２
回
コ
ー

ス
】　

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
毛
筆
で
年
賀
状
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

講
師
／
日
垣
翆
峰
さ
ん

定
員
／
20
人

費
用
／
４
０
０
円

持
ち
物
／
墨
・
す
ず
り
・
細
筆
・
下
敷
き

　

き
も
の
着
付
け
教
室

日
時
／
11
月
30
日
㈪
・
12
月
３
日
㈭
・
７
日

㈪
【
３
回
コ
ー
ス
】　

午
後
１
時
～
３

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
お
正
月
前
に
和
服
の
美
し
い
着
こ
な

し
と
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん

定
員
／
15
人

費
用
／
１
０
０
円

持
ち
物
／
足
袋
、
下
着
、
長
襦
袢
、
着
物
、

前
板
、
紐
４
本
、
伊
達
締
２
本
、
帯
枕
、

帯
あ
げ
、
帯
締
、
名
古
屋
帯
、
袋
帯

　

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
（
木
目
込
み
真
多
呂
人
形
） 

日
時
／
11
月
13
日
㈮
・
27
日
㈮
【
２
回
コ
ー

ス
】　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
御
殿
ま
り
を
作
り
ま
す
。

講
師
／
田
口
真ま

悦や

葉は

さ
ん
と
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん

定
員
／
８
人

費
用
／
１
，
３
０
０
円

持
ち
物
／
木
目
込
ヘ
ラ
（
当
日
販
売
あ
り
）、

裁
ち
バ
サ
ミ
小
、
小
皿
、
エ
プ
ロ
ン
、

お
し
ぼ
り

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催

を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

11
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

11
月
２
日
㈪
・
24
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

11
月
12
日
㈭
・
26
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

11
月
12
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

11
月
19
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

< 年末年始の体育施設休館日＞
総合体育館・屋外スポーツ施設は、12月29日㈫から1月3日㈰まで休館となります。ご了承ください。

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
11
月
１
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
４
）
３
７
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
11
月
２
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
５
（
６
３
１
）
１
０
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

町
の
人
口（
前
月
比
／
減
12
人
）

総人口
男　性
女　性
世帯数

16 ,983 人　
8 ,437 人　
8 ,546 人　
6 ,805 世帯

出　生
死　亡
転　入
転　出

11 人　
10 人　
55 人　
68 人　

〈10 月 1 日現在〉 

〈９月中の動き〉 
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保健予防のコーナー 

御牧保育所  ☎・　075（631）2475

町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205　 0774（44）2203

消 防 本 部  ☎631-1515
　 syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5382

会  計  課  ☎631-9932/45-3909
　 kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）1899

議会事務局  ☎631-9996/45-0105
　 gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）3000

下 水 道 課  ☎631-9990/45-3920
　 gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

水  道  課  ☎631-9987/45-3919
　 suidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

社会教育課  ☎631-9980/45-3918
　 syakai@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

あいあいホール
☎0774（41）2263　 0774（41）2283

いきいきホール
☎0774（41）3466　 0774（44）1199

荒　見　苑
☎0774（44）3405　 0774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022　 075（632）3001

佐山保育所  ☎・　0774（43）2970

宮ノ後保育所  ☎・　0774（43）4906

宇治警察署  ☎0774（21）0110

山城広域振興局 宇治総合庁舎
☎0774（21）2101　 0774（21）2106

山城北保健所
☎0774（21）2191　 0774（21）6215

10か月児健診（10月13日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予 防 接 種 
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 ・ 接 種 方 法

予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。

母 子 保 健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど  日（曜） 受付時間 対 象 内 容

成 人 歯 科 健 診 18 日㈬ 午後1時〜1時30分 歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

40 歳以上の人・ 
妊婦 

会場は、保健センター（※1はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持
参ください。 問い合わせ／長寿健康課 

1 0 か 月 児 健 診 16 日㈪ 午後1時20分～1時50分 医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導

平成20年12月生まれ

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 17 日㈫ 午後1時40分～1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 ～ 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

※2は前日までに予約が必要です。

3 ～ 4 か 月 児 健 診 17 日㈫ 午後1時20分～2時
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

平成21年7月生まれ

2 歳 6 か月児歯科健診 18 日㈬ 午後1時20分～1時40分
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

平成19年4月生まれ

乳 幼 児 相 談 19 日㈭ 午前9時30分～10時30分 ことば・しつけ・栄養などの
相談

乳　幼　児

1 歳 8 か月児健診 20 日㈮ 午後1時20分～2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成20年2月生まれ

離 乳 食 教 室 25 日㈬ 午前10時～10時15分 離乳食の指導、作り方の実習
と試食（初期・中期・後期）

3～10か月児の保護者

3 歳 児 健 診 27 日㈮ 午後1時20分～2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成18年4月生まれ

※1

※2
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環境保全のコーナー 

11 月のごみ・し尿収集日 

町公共機関電話番号等 

■久御山町役場（代表）
☎ 075（631）6111/0774（45）0001
　 075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総  務  課  ☎631-9991/45-3922
　 soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

企画財政課  ☎631-9992/45-3924
　 kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp
　 075（632）1899

広報行政課  ☎631-9993/45-3926
　 koho@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

国保医療課  ☎631-9913/45-3906
　 kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

学校教育課  ☎631-9974/45-3917
　 gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

住  民  課  ☎631-9904/45-3905
　 jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

都市計画課  ☎631-9966/45-3915
　 tokei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

長寿健康課  ☎631-9903/45-3904
　 tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

産  業  課  ☎631-9964/45-3914
　 sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

社会福祉課  ☎631-9902/45-3902
　 hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（631）1807

建設整備課  ☎631-9961/45-3912
　 kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

税  務  課  ☎631-9926/45-3908
　 zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

環境保全課  ☎631-9917/45-3907
　 kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下
津屋・下津屋サンハイツ・島
田・東島田・森・坊之池・野村・
村東 

久御山団地 

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・ハイツ西宇治・清水・
林・西武西林・ミサワ林・大橋
辺・北川顔・藤和田・近協パレ
ス・中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地 

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・清水・林・西武西
林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ
ンハイツ・下津屋団地・大橋辺・
北川顔・藤和田・近協パレス・
島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中島・
西一口・東一口・相島 

東佐山団地・久御山団地 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１
号以東）・森（国道１号以東）・野村・村東・
佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田井・
荒見・下津屋 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
西一口・中島・相島 

東一口（国道１号以西） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

燃やすごみ 

月・木 

火・水・金 

火・金 

燃やさないごみ 

月

火 

水 

木 

金 

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

使用済みてんぷら油
11 日（第 2 水曜日）

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

4 日
（第 1 水曜日）

18 日
（第 3 水曜日）

11 日
（第 2 水曜日）

25 日
（第 4 水曜日）

※簡単な水洗いをして、分別し  
中身の見える袋に入れて出し  
てください。 

※びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し 　 尿 

6 日㈮
30 日㈪

9 日㈪
12 月 1 日㈫

12 日㈭
12 月 4 日㈮

10 日㈫
12 月 2 日㈬
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淀川渡船所跡（東一口）

　

東
一
口
の
渡
し
舟
⑵

　

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
四
月
、安
養

寺
本
尊
の
十
一
面
観
世
音
菩
薩
の
御
開

帳
大
法
要
は
、
三
十
三
日
の
日
程
で
お

こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
間
、京
都
・
大
阪
か

ら
京
阪
電
車
を
利
用
し
て
参
詣
さ
れ
る

善
男
善
女
を
渡
し
舟
で
送
迎
し
、
無
事

に
大
役
を
果
た
し
た
船
頭
さ
ん
は
、
そ

の
後
も
休
む
こ
と
な
く
住
民
の
足
と
し

て
、
渡
し
舟
を
運
航
し
て
い
た
。

　

こ
の
渡
し
舟
は
東
一
口
区
（
現
東
一

口
自
治
会
）
が
運
営
し
、
船
頭
は
希
望

す
る
区
民
が
交
替
で
引
き
受
け
て
い
た
。

渡
し
舟
は
昭
和
二
十
八
年
の
水
害
で
廃

止
に
な
っ
た
が
、
そ
の
当
時
に
船
頭
を

勤
め
て
い
た
人
か
ら
、「
渡
し
舟
の
事

な
ら
よ
く
知
っ
て
い
る
よ
」
と
の
話
が

あ
り
、
昭
和
五
十
五
年
ご
ろ
数
夜
に
わ

た
っ
て
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
船
頭
さ
ん
は
す
で
に
古
希
を
過

ぎ
て
お
ら
れ
た
が
、
土
地
の
情
景
を
反

映
し
た
話
と
、
話
題
の
豊
富
さ
に
驚
い

た
。
そ
こ
で
、
そ
の
貴
重
な
体
験
談
の

一
端
を
述
べ
て
み
よ
う
。

　

漁
業
を
専
業
と
し
て
い
た
昭
和
初
期
、

早
暁
か
ら
巨
椋
池
で
漁
に
励
ん
で
い
た

東
一
口
の
漁
師
さ
ん
、
獲
っ
た
魚
を
魚う

お

市
場
の
競せ

り
に
か
け
る
と
用
事
も
な
く
、

午
前
十
時
以
降
は
思
い
思
い
の
仕
事
に

精
進
す
る
。
そ
の
中
に
は
魚
の
行
商
を

お
こ
な
う
人
も
い
て
、
魚
市
場
で
鯉
・

鮒
・
う
な
ぎ
・
モ
ロ
コ
な
ど
を
買
い
求

め
、
水
を
張
っ
た
二
個
の
桶
に
魚
を
入

れ
、
天
秤
棒
を
肩
に
担
い
で
渡
し
舟
に

乗
る
。

　

行
商
は
伏
見
・
長
岡
・
向
日
町
・
上

鳥
羽
と
範
囲
は
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得

意
先
が
あ
っ
た
。
舟
に
乗
る
と
顔
な
じ

み
の
船
頭
さ
ん
と
話
が
弾
む
。

「
行
く
の
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
家
が

あ
っ
て
な
、
残
っ
た
魚
は
全
部
買
っ
て

く
れ
る
ん
や
」

「
良
い
顧
客
が
あ
る
ん
や
な
ぁ
、荷
は
重

く
て
も
楽
し
み
な
こ
と
や
な
」

「
生
魚
だ
け
で
は
な
い
ん
や
で
、
鮒
の

甘
露
煮
が
旨
い
と
い
う
て
予
約
さ
れ
る

ん
や
。
今
日
も
持
っ
て
行
く
ん
や
け
ど
、

近
所
の
評
判
に
な
っ
て
な
、
た
く
さ
ん

頼
ま
れ
る
ん
や
」

　

行
商
の
話
は
つ
き
な
い
が
、
対
岸
ま

で
の
わ
ず
か
の
時
間
、
相
づ
ち
を
打
つ

船
頭
さ
ん
は
、
掉さ

お
さ
す
手
を
休
め
な
い
。

ま
こ
と
に
長
閑
な
水
辺
の
風
景
で
あ
る
。

東
一
口
の
家
々
で
一
昼
夜
を
か
け
て
煮

る
鮒
の
甘
露
煮
は
秘
伝
と
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
風
味
と
炊
き
上
げ
た
色
艶
は
、

近
郷
近
在
で
羨
望
の
的
と
な
っ
て
い
た
。

現
在
で
も
鮒
の
甘
露
煮
は
、
漁
村
集
落

で
あ
っ
た
東
一
口
の
名
残
り
の
風
習
と

し
て
継
承
さ
れ
、
正
月
の
祝
い
膳
に
は
、

必
ず
副
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
土
地
で
培
わ
れ

た
豊
か
な
習
俗
も
、
昭
和
十
二
年
七
月
、

日
中
戦
争
の
勃
発
に
伴
っ
て
、
さ
ら
に

戦
争
の
激
化
と
太
平
洋
戦
争
へ
の
進
展

に
よ
り
、
御
牧
村
の
青
壮
年
に
も
召
集

令
状
が
届
き
、
出
征
兵
士
と
し
て
軍

隊
に
入
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時

は
栄
誉
と
も
い
え
る
召
集
で
あ
っ
た
が
、

一
家
の
大
黒
柱
を
出
征
さ
せ
る
家
族
に

と
っ
て
は
、
無
事
に
帰
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
う
悲
痛
の
別
れ
で
も
あ
っ
た
。

　

召
集
日
の
早
朝
、
地
域
の
住
民
は
淀

駅
ま
で
の
歓
送
に
参
加
し
た
。
日
の
丸

の
小
旗
を
掲
げ
た
小
学
生
を
先
頭
に
、

青
年
会
・
婦
人
会
と
続
く
行
列
は
、
大

勢
で
あ
っ
た
か
ら
渡
し
舟
は
利
用
で
き

ず
、淀
大
橋
を
渡
っ
て
淀
駅
に
進
む
。駅

前
の
広
場
で
東
一
口
区
長
の
激
励
の
辞
、

出
征
当
人
の
決
意
表
明
が
あ
り
、
全
員

が
万
歳
を
三
唱
し
て
武
運
を
祈
る
。

　

歓
送
を
終
え
た
大
勢
の
人
々
の
帰
路

は
、
明
親
小
学
校
（
現
伏
見
区
淀
池
上

町
）
の
正
門
前
を
通
っ
て
、
宇
治
川
右

岸
堤
防
を
越
え
、
河
川
敷
の
船
着
場
か

ら
渡
し
舟
に
乗
る
。
渡
し
舟
は
三
十
人

が
乗
船
で
き
る
大
型
で
あ
っ
た
が
、
何

し
ろ
大
勢
な
の
で
船
頭
さ
ん
は
休
む
暇

も
な
く
、
何
回
も
宇
治
川
を
往
復
し
た

と
い
う
。

　

や
が
て
昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）八

月
、
悲
惨
を
極
め
た
戦
争
は
終
結
し
た
。

近
く
の
京
都
飛
行
場
か
ら
発
進
す
る

練
習
機
の
エ
ン
ジ
ン
音
も
消
え
て
、
東

一
口
を
は
じ
め
宇
治
川
流
域
の
集
落
に

静
か
な
水
辺
の
風
景
が
よ
み
が
え
っ
た
。

東
一
口
の
渡
し
舟
も
九
月
以
降
、
次
々

と
帰
郷
す
る
復
員
者
を
乗
せ
、
渡
船
場

で
迎
え
る
家
族
の
う
れ
し
涙
と
明
る
い

表
情
に
、
船
頭
さ
ん
の
心
は
晴
れ
晴
れ

と
和
む
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
東
一
口
の
渡
し
舟
の
運

営
経
費
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
か
つ

て
東
一
口
区
が
負
担
し
て
い
た
が
、
戦

後
の
社
会
情
勢
か
ら
、
従
来
の
規
約
を

改
正
し
、
入
札
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

阪
部　

五
三
夫

▲渡し舟が運航していた宇治川の流れ

第二章 宇治川の変遷（８）


